Express サーバの運用および保守について説明します。 


日常の保守(—284ページ） . 

システム診断 (—288 ページ） . 

障害時の対処 (—291 ページ） . 

オフライン保守ユーティリティ （—324 ページ) 

移動と保管 (—326 ページ） . 

ユーザーサポート（—327ページ） . 


Express サーバを日常使う上で確認しなければな 
らない点やファイルの管理、クリーニングの方法 
について説明します。 

Express サーバ専用の診断ユーティリティの使い 
方について説明します。 

故障かな？と思ったときに参照してください。卜 
ラブルの原因の確認方法やその対処方法について 
説明しています。 

Express サーバ専用の保守ユーティリティの使い 
方について説明します。 

Express サーバを移動 • 保管する際の手順にや注 
意事項に ついて 説明します。 

Express サーバに関するさまざまなサービスにつ 
いて説明します。サービスは NEC および NEC が 
認定した保守サービス会社から提供されるもので 
す。ぜひご利用ください。 


Express サーバ全般の運用について説明した 「Express Server Management Guide」 も参考にして 
ください。 「Express Server Management Guide」 は、オンラインドキュメントまたは次のホーム 
ページより参照することができます。 

http://www.express.nec.co.jp/ 
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日常の保守 

Express サーバを常にベストな状態でお使いになるために、ここで説明する確認や保守を定期的に行って 
ください。万一、異常が見られた場合は、無理な操作をせずに保守サービス会社に保守を依頼してくださ 
い。 


アラートの確認 


システムの運用中は、 ESMPR 〇で障害状況を監視してください。 

管理 PC 上の ESMPR 〇 / Se 「\/ e 「 Managei 1：：75— 卜が通報されていないか、常に注意するよ 
う心がけてください。巳31\/^8〇/36「ソ6「1\/13阳96「の「統合ビユーア」、「データビユーア」、 
「アラートビューア」でアラートが通報されていないかチェックしてください。 


ESMPRO でチェックする画面 




アラートビューア 


ァータヒューノノ 


ステータスランプの確認 


Express サーバの電源を〇 N にした後、およびシャツトタ'ウンをして Express サーバの電源を 
〇 FF にする前に、 Express サーバ前面にあるランプや、 3.5 インチデバイスベイに搭載してい 
るハードディスクのランプの表示を確認してください。ランプの機能と表示の内容について 
は「ハードウェア編」の96ページをご覧ください。万一、 Express サーバの異常を示す表示が 
確認された場合は、保守サービス会社に連絡して保守を依頼してください。 
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定期的に Express サーバのハードディスク内の大切なデータをバックアップすることをお勧 
めします。 Express サーパに最適なバックアップ用ストレージデバイスやバックアップツー 
ルについてはお買い求めの販売店にお問い合わせください。 


ハードウェアの構成を変更したり、 BIOS の設定を変更したりした後は、オフライン保守ユー 
ティリティの「システム情報のバックアップ」機能を使ってシステム情報のバックアップを 
とってください (34 ページ参照)。 

ディスクアレイを構築しているシステムでは、ディスクアレイのコンフィグレーション情報 
のバックアップをとっておいてください。また、ハードディスクの故障によるリビルドを 
行った後もコンフィグレーション情報のノ\'ックアップをとっておくことをお勧めします。コ 
ンフィグレーション情報のバックアップは AMI ディスクアレイコント□—ラ （MegaRAID) と 
Mylex ディスクアレイコント□—ラ (Mylex DAC コンフィグレーションユーティリティ）で方 
法が異なります。「ソフトウェア編」またはオプションのボードに添付の説明書を参照してそ 
れぞれの方法でノ \'ックアップをとってください。 


クリーニング 


Express サーバを良い状態に保つために定期的にクリーニングしてください。 






⑤® 

AA 

霞 A 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは 、 Mi 
ページ以降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• CD - ROM ドライブの内部をのぞかない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


本体のクリーニング 

Express サーバの外観の汚れは、柔らかい乾いた布でふき取ってください。汚れが落ちにく 
いときは、次のよラな方法できれいになります。 

vi -〇 參シンナー、ベンジンなどの揮発性の溶剤は使わないでください。材質のいたみや変色の 
原因になります。 

• コンセント、ケーブル、 Express サーバ背面のコネクタ、 Express サーバ内部は絶対 
に水などでぬらさないでください。 


運用•保守編 
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1. Express サーバの電源が OFF (POWER/SLEEP ランプ消灯）になっていることを確認する。 

2 . Express サーバの電源コードをコンセントがら抜く。 

3 . 電源コードの電源プラグ部分についているほこりを乾いた布でふき取る。 

4 . 中性洗剤をぬるま湯または水で薄めて柔らかい布を浸し、よく絞る。 

5 . Express サーバの汚れた部分を手順4の布で少し強めにこすって汚れを取る。 

6 . 真水でぬらしてよく絞った布でもう一度ふく。 

7 . 乾いた布でふく。 

8 . 乾いた布で装置背面にある吸気□や排気□に付着しているほこりをふき取る。 


キーポード/マウスのクリーニング 

キーボードは Express サーバおよび周辺機器を含むシステム全体の電源が OFF (POWER ラン 
プ消灯)になっていることを確認した後、キーボードの表面を乾いた布で拭いてください。 
マウスが正常に機能するためには、内部のマウスボールがスムーズに回転できる状態でなけ 
ればなりません。マウスボールの汚れを防ぐためにほこりの少ない場所で使用して、定期的 
に次の手順でクリーニングしてください。 

1 . Express サーバの電源が〇 FF(POWER/SLEEP ランプ消灯）になっていることを確認する。 

2 . マウスを裏返してマウスボールカバーを 
反時計回りに回して中からマウスボール 
を取り出す。 


3 . マウスボールを乾いた柔らかい布などで 
ふいて、汚れを取り除く。 

汚れがひどいときはぬるま湯または水で 
薄めた中性洗剤を少量含ませてふいてく 
ださい。 

4 . マウス内部にある3つの小さなローラを 
綿棒などでふく。 


汚れがひどいときは アルコールな どを少 
量含ませてふいてください。 

5 . マウスボールをマウスの中に戻す。 

手順3、4でマウスボールや口ーラをぬら 
した場合は、十分に乾燥させてからボー 
ルを入れてください。 

6 . マウスボールカバーを元に戻して、時計 
回りに回してロックする。 



マウス底面 


パ 
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CD - ROM のクリーニング 


CD-R 〇 M にほこりがついていたり、トレーにほこりがたまっていたりするとデータを正しく 
読み取れません。次の手順に従って定期的にトレー、 CD-ROM のクリーニングを行います。 

1 . Express サーバの電源が〇 N(POWER/SLEEP ランプ点灯）になっていることを確認する。 

2 . CD-R 〇 M ドライブ前面の CD トレーイジェクトボタンを押す。 

トレーが CD-R 〇 M ドライブから出てきます。 

3 . CD-R 〇 M を軽く持ちながらトレーから取り出す。 




| CD - ROM の信号面に手が触れないよう注意してください。 

4 . トレー上のほこりを乾いた柔らかい布でふき取る。 


CD - ROM ドライブのレンズをクリーニングしないでください。レンズが傷ついて誤動作の原因 
となります。 


5 . トレーを軽く押してトレーを CD-ROM ドライプに戻す。 

6 . CD-ROM の信号面を乾いた柔らかい布でふく。 





CD - ROM は、中心から外側に向けてふいてください。クリーナ 
をお使いになるときは、 CD - ROM 専用のクリーナであることを 
お確かめください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベンジ 
ン、シンナーを使用すると、ディスクの内容が読めなくなった 
り、 Express サーバにそのディスクをセツトした結果、故障した 
りするおそれがあります。 


テープドライブのクリーニング 

テープドライブのへッドの汚れはファイルのバックアップの失敗やテープカートリッジの損 
傷の原因となります。定期的に専用のクリーニンク'テープを使ってクリーニングしてくださ 
い。クリーニングの時期やクリーニングの方法および使用するテープカートリッジの使用期 
間や寿命についてはテープドライブに添付の説明書を参照してください。 

EXPRESSBUILDER に格納されているユーティリティ「テープ監視ツール」を Express サーバ 
にインストールしておくと、テープドライブやテープカートリッジの状態を監視し、クリー 
ニンクの要求やドライブの異常などをポップアップメッセージとして表示したり、異常の詳 
細をイベントログに記録したりすることができます。インスI-ールについては「ソフトウェ 
ア編」またはオンラインドキュメントを参照してください。 
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システム診断 

システム診断は Express サーバに対して各種テストを行います。 

「EXPRESSBUILDER」 の「ツール」メニューから「システム診断」を実行して Express サーバを診断してくだ 
さい。 


システム診断の内容 


システム診断には、次の項目があります。 

• Express サーバに取り付けられているメモリのチェック 

• CPU キャッシュメモリのチェック 

• システムとして使用されているハードディスクのチェック 

• Express サーバに標準装備しているネットワーク （ LAN) コントローラのチェック 

I H-0 システム診断を行う時は、必ず本体に接続している LAN ケーブルを外してください。接続 
したままシステム診断を行うと、ネットワークに影響をおよぼすおそれがあります。 

p |： ハードディスクのチェックでは、ディスクへの書き込みは行いません。 

\Tyf] 


システム診断の起動と終了 


システム診断には、 Express サーバ自身のコンソール（キーボード）を使用する方法と、シリ 
アルポート経由で管理 PC のコンソールを使用する方法（コンソールレス）があります。 
それぞれの起動方法は次のとおりです。 

I n-O 「ソフトウェア編」の 「EXPRESS 巳 UILDER」 では、コンソールレスでの通信方法に LAN と 
COM ポートの2つの方法を記載していますが、コンソールレスでのシステム診断では COM 
ポートのみを使用することができます。 

1. シャットダウン処理を行った後、 Express サーバの電源を〇 FF にし、電源コードをコンセントか 
ら抜く。 

2. 本体に接続している LAN ケープルをすべて取り外す。 

3. 電源コードをコンセントに接続し、 Express サーバの電源を〇 N にする。 

4. CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 を使って Express サーバを起動する。 

Express サーバのコンソールを使用して起動する場合と、コンソールレスで起動する場合で手順 
が異なります。「ソフトウェア編」の 「 EXPRESSBUILDER 」 を参照して正しく起動してください。 
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EXPRESSBUILDER から起動すると画面にメニューが表示されます。 Express サーバのコンソー 
ルを 使用して 起動した場合は、 Express サーバに接続しているディスプレイ装置に 
「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」が表示されます。コンソールレスで起動した場合は、管理 
PC のディスプレイに 「EXPRESSBUILDER メインメニュー」が表示されます。 


EXPRESSBUILDER トップメニュー 


EXPRESSBUILDER メインメニュー 


5 . [ツール]を選択する。 

6 . 「ツールメニュー」の[システム診断]を選択する。 

システム診断を開始します。約3分で診断は終了します。 

診断を終了するとディスプレイ装置の画面が次のような表示に変わります。 


システムバー 


タイトルパー 



システムパー 


タイトルパー 



夕 ーゲッ ト スコープ （四隅 
が白黒反転したカーソル） 


試験 

ウインドウ 


コンソールレスでの診断結果画面 


システムバー： 

タイトルバー： 

試験ウィンドウ： 

夕ーゲットスコープ： 


試験中に時間などの情報が表示されます。診断終了後には、ウィンドウ 
を操作するキーの説明が表示されます。 

診断の項目が表示されます。エラーを検出したときは、このバーが赤色 
表示（コンソール）、あるいは項目点滅（コンソールレス）になります。 
診断の経過または結果が表示されます。 

試験ウィンドウを選択するためのカーソルです。キーボードの力ーソル 
キーで他の試験ウインドウに移動します（ここでく Enter > キーを押す 
と、選択したウィンドウに対する確認ができます。もう一度、 < Enter > 
キーを押すと元の画面に戻ります）。 


コンソールレスでの画面を切り替えるキー操作では、次のキーを押してください。 
PageUp : < Ctrl > + < A > PageDown : < Ctrl > + < Z > 



} 

矢印キーで反転を項目に合わせて、リターンキーを押してください。 
EXPRESSBUILDER は Express 5800シリーズのセットアップをサボートします。 

Express 5800のセットアップを容易に行えるように、自動的にセットアップ 
に必要なツールを起動し、バラメータを設定していきます。 

ただし、セットアップが自動的に判断できないバラメータは、オペレータに 
入力が要求されます。 

システムセットアップ終了後、セットアップ情報をバックアップすることをお 
勧めします。バックアップ情報が無いときは、修理}复旧時にお客様の装置固有 
の情報や設定を復旧できなくなります。バックアップは、フォーマットされた 
フロッピーディスクを準備して、ツールでオフライン保守: L ーティリティの 
「システム情報の管理から「退避」を選択してください。 


シ—ムレスセットアッブ 



終了 
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システム診断でエラーがあった場合はそれぞれ次のような表示で警告を促します。エラーメッ 
セージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 


コンソールを使用した場合： タイトルバーが赤色に変化し、エラーに関する情報が赤色で表 

ホされる0 

コンソールレスを使用した場合：タイトルバーに表示されている診断の項目が点滅する。 

7. < Q > キーを押して、メニューの中から [ reboot ] を選択する。 

Express サーバが再起動し、システムが EXPRESSBUILDER から起動します。 

8. EXPRESSBUILDER を終了し、 CD-R 〇 M ドライプから CD-R 〇 M を取り出す。 

9. Express サーバの電源を OFF にし、電源コードをコンセントから抜く。 

10. 手順2で取り外した LAN ケープルを接続し直す。 

11. 電源コードをコンセントに接続する。 

以上でシステム診断は終了です。 
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障害時の対処 


「故障かな？」と思ったときは、ここで説明する内容について確認してください。該当することがらがある 
場合は、説明に従って正しく対処してください。 


障害箇所の切り分け 


万一、障害が発生した場合は、 ESMPR 〇/36〜6_3阳96「を使って障害の発生箇所を確認 
し、障害がハードウェアによるものがソフトウェアによるものかを判断します。 

障害発生個所や内容の確認ができたら、故障した部品の交換やシステム復旧などの処置を行 
います。 


障害がハードウェア要因によるものかソフトウェア要因によるものかを判断するには、 
巳31\/^卩〇/36「ソ6「1\/13旧96「が便利です。 
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エラーメッセージ 


Express サーバになんらかの異常が起きるとさまざまな形でエラーを通知します。ここで 
は、エラーメッセージの種類について説明します。 

POST 中のエラーメッセージ 

Express サーバの電源を〇 N にすると自動的に実 
行される自己診断機能 「POST」 中に何らかの異常 
を検出すると、ディスプレイ装置の画面にエ 
ラーメッセージが表示されます(場合によっては 
その対処方法も表示されます)。画面に表示され 
るメッセージとその意味、対処方法については 
「ハードウェア編」の114ページをご覧ください。 

/ 

メモリの故障を示すメッセージ(例ではメモリ#1が 
故障した場合の表示） 

「ハードウェア編」に記載されている POST のエラーメッセージー覧は Express サーノ《単体の 
ものです。マザーボードに接続されているオプションの SCSI コントローラボード、ディス 
クアレイコントローラボードに搭載されている BIOS のエラーメッセージとその対処方法に 
ついてはオプションに添付のマニュアルを参照してください （ Express サーバのマザーボ_ 
ドに SCSI コントローラが搭載されている場合はこれらのメッセージも含まれています）。 
ディスクアレイコントローラボードについては、この後の「トラブルシューティング」の 
「ディスクアレイ」を参照するか、ディスクアレイコントローラボードに添付の説明書を参 
照してください。 


ランプによるエラーメッセージ 

Express サーバの前面や背面、ハードディスクのハンドル部分にあるランプはさまざまな状 
態を点灯、点滅、消灯によるパターンや色による表示でユーザーに通知します。「故障か 
な？」と思ったらランプの表示を確認してください。ランプ表示とその意味については「八一 
ドウエア編」の96ページをご覧ください。 


Phoenix BIOS 4.0 Release 6.0.XXXX 

CPU=lntel®Pentium®lll CPU family XXXX MHz 
064 OK System RAM Passed 
0127 M Extended RAM Passed 
WARNING 

0B60: DIMM group #1 has been disabled. 


Press ^l>to resume, <F2>to setup 


Windows 2000/Windows NT の エラー メッセージ 


Windows 2000/Windows NT の 
起動後に致命的なエラー (STOP エ 
ラーやシステムエラー）が起きると 
ディスプレイ装置の画面がブルー 
に変わり、エラーに関する詳細な 
メッセージが表示されます。 


画面のパックグラウンド 
の色は「ブルー」 


STOP : C000021A (FATAL SYSTEM ERROR) 

The Windows logon process.. System process terminated. 

Unexpectedly with a status of 0x00000001 
(0x00000000 0x00000000). 

The system has been shutdown. 

crushdump : initializing miniport driver 

crushdump : dumping physical memory to disk 
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サーバ 管理アプリケーションからのエラーメッセージ 

ESMPR 〇 /ServerAgent や ESMPRO / 

ServerManager 、 GAMSever ^ Power 
Console Plus など Express サーバ専用の 
管理ツールを Express サーバや管理 PC へ 
インス!-ールしておくと、何らかの障害が 
起きたときに管理 PC や Express サーバに 
接続しているディスプレイ装置から障害の 
内容を知ることができます。 


各種アプリケーションのインストールや運用方法についてはソフトウェア編またはオンライ 
ンドキュメントを参照してください。 

ESMPR 〇を使ったシステム構築や各種設定の詳細についてはオンラインヘルプや、オンラ 
インドキュメントの 「Express Server Management Guide 」、 別売の 「 ESMPRO システム構 
築ガイド」で詳しく説明されています。 


画面に表示されたメッセージを記録して保守サービス会社に連絡してください。 

また、このエラーが起きると Express サーバは自動的にメモリタ'ンプを実行し任意のディレ 
クトリにメモリダンプのデータを保存します（「メモリダンプ（デバッグ情報）の設定 
(Windows 2000の場合は30ページ 、 Windows NT 4.0 の場合は46ページ)」参照)。のちぼ 
ど保守サービス会社の保守員からこのデータを提供していただくよう依頼される場合があり 
ます。 M 〇や DAT などのメディアにファイルをコピーしての保守員に渡せるよう準備してお 
いてください。 

I n-0 stop エラーやシステムエラーが発生しシステムを再起動したとき、仮想メモリが不足し 
ていることを示すメッセージが表示されることがありますが、そのまま起動してください。 


ゾ このファイルをメディアにコピーする前に、イベントビューアを起動して、システムイベン 
トログで Save Dump のイベントログが記録され、メモリダンプが保存されたことを確認し 
てください。 


このほかにもディスクやネットワーク、プリンタなど内蔵デバイスや周辺機器にエラーが起 
きた場合にも警告メッセージが表示されます。メッセージを記録して保守サービス会社に連 
絡してください。 


運用•保守編 
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Express サーパが思うように動作しない場合は修理に出す前に次のチェックリストの内容に 
従って Express サーバをチェックしてください。リストにある症状に当てはまる項目がある 
ときは、その後の確認、処理に従ってください。 

それでも正常に動作しない場合は、ディスプレイ装置の画面に表示されたメッセージを記録 
してから、保守サービス会社に連絡してください。 


Express サ ー7 (について 


ゐ 賺源が ON にならない 

□ 電源が Express サーバに正しく供給されていますか？ 

一 電源コードが Express サーバの電源規格に合ったコンセント（または UPS ) に接 
続されていることを確認してください。 

— Express サーバに添付の電源コードを使用してください。また、電源コードの 
被覆が破れていたり、プラグ部分が折れていたりしていないことを確認してく 
ださい。 

- 接続したコンセントのブレーカが〇 N になっていることを確認してください。 
一 UPS に接続している場合は、 UPS の電源が ON になっていること、および UPS 
から電力が出力されていることを確認してください。詳しくは UPS に添付のマ 
ニュアルを参照してください。 

また、 Express サーバの BIOS セットアップユーティリティで UPS との電源連動 
機能の設定ができます。 

く確認するメニュー ： 「System Hardware 」—「 AC - LINK 」—「 Power 〇 n 」> 
n POWER スイッチを押しましたか？ 

一 Express サーバ前面にある POWER スイッチを押して電源を〇 N ( POWER / 
SLEEP ランプ点灯）にしてください。 

電源が OFF にならない 

n POWER スイッチの機能を無効にしていませんか？ 

一 いったん Express サーバを再起動して、 BIOS セットアップユーティリティを起 
動してください。 

く確認するメニュー: 「 Security」—「Power Switch MaskJ ^ rUnMaskedJ > 

□ Express サーバが Secure Mode で動作していませんか？ 

— Secure Mode 中は POWER スイッチが機能しません(強制電源〇 FF も含む）。 
Secure Mode を解除するにはキーボードから BIOS セットアップユーティリ 
ティで設定したユーザーパスワードを入力してください。 

^ Windows 2000 のインス I ^ール中、イベントビューアのシステム□グに次のような 

内容の警告が記録される 

□ 「ページング操作中にデバイス ¥ Device ¥ CdRomO 上でエラーが検出されました。」 
—システムの運用上、問題ありません。 
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POST が終わらない 

n メモリが正しく搭載されていますか？ 

—最低1枚の DIMM が搭載されていないと動作しません。 

n 大容量のメモリを搭載していますか？ 

—搭載しているメモリサイズによってはメモリチェックで時間がかかる場合があ 
ります。しばらくお待ちください。 

□ Express サーバの起動直後にキーボードやマウスを操作していませんか？ 

—起動直後にキーボードやマウスを操作すると、 POST は誤ってキーボードコン 
卜□ーラの異常を検出し、処理を停止してしまうことがあります。そのときは 
もう一度、起動し直してください。また、再起動直後は、 BIOS の起動メッセー 
ジなどが表示されるまでキーボードやマウスを使って操作しないよラ注意して 
ください。 

□ Express サーバで使用できるメモリ • PCI デバイスを搭載していますか？ 

— NEC が指定する機器以外は動作の保証はできません。 

ょ) 内蔵デバイスや外付けデバイスにアクセスできない（または正しく動作しなし、) 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

— インタフェースケーブルや電源ケーブル（コード)が確実に接続されていること 
を確認してください。また接続順序が正しいかどうが確認してください。 

n 電源〇 n の順番を間違っていませんか？ 

—外付けデバイスを接続している場合は、外付けデバイス、 Express サーバの順 
に電源を〇 N にします。 

n ドライバをインストールしていますか？ 

—接続したオプションのデバイスによっては専用のデバイスドライバが必要なも 
のがあります。デバイスに添付のマニュアルを参照してドライバをインストー 
ルしてください。 

n bios の設定を間違えていませんか？ 

— PCI デバイスを接続している場合は、 Express サーバの BIOS セットアップユー 
ティリティで PCI デバイスの割り込みやその他の詳細な設定をしてください。 
( PCI デバイスについては通常、特に設定を変更する必要はありませんが、ボー 
ドによっては特別な設定が必要なものもあります。詳しくはボードに添付のマ 
ニュアルを参照して正しく設定してください。） 

く確認するメニュー： 「 Advanced」—「PCI Device」、「Option Rom 」〉 

—シリアルポートやパラレルポート、 USB ポートに接続しているデバイスにつし、 
ては、 l /〇ポートアドレスや動作モードの設定が必要なものもあります。デバイ 
スに添付のマニュアルを参照して正しく設定してください。 

<石隹1 忍 S るメこユー： 「 Advanced 」 一 「Peripheral Configuration 」〉 

心) DUMP スイッチが機能しない 

□ Express サーバが Secure Mode で動作していませんか？ 

— Secure Mode 中は DUMP スイッチが機能しません 0 Secure Mode を解除する 
にはキーボードから BIOS セットアップユーティリティで設定したユーザーパス 
ヮードを入力してください。 
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[スタートメニュー]から[設定]を選択し、[コント□ールパネル]を起動する。 
[管理ツール]内の[コンピュータの管理]を起動し[デバイスマネージャ]をク 
リックする。 

[キーボード]をクリックし、以下のプロパティを開く。 

1〇1/1〇2英語キーボードまたは 、 Microsoft Natural PS /2 キーボード 
[ドライバ]タブの[ドライバの更新]をクリックし、[このデバイスの既知の 
ドライバを表示してその一覧から選択する]を選択する。 

「このデバイスクラスのハードウエアをすべて表示」を選択し、日本語 PS / 
2キーボード （106/109 キー）を選択しして[次へ]ボタンをクリックする。 
ウィザードに従ってドライバを更新してコンピュータを再起動する。 
以下のメッセージが表示された場合は、[はい]ボタンをクリックして操作 
を続行する。 


ドライパの更新菅告 


xj 


Windows (こよって、このデパイスドライパがハードウ：[アと互換性があることを確器できなかったため、このデパイスをインスト 
ールしな0ことをお勧めします。ドライパ^^ない垠合、八'-ドウ I アが正しく觔作しないことがあります。また、 ] ンピュ 
ータが不安定(こなったり、完全に射)性もあります。このドライパのインストルを続行しま t 胪 


I は_ / 


(fj [ | 


^ キーポードやマウスが正しく機能しない 

n ケーブルは正しく接続されていますか？ 

一 Express サーバ背面にあるコネクタに正しく接続されていることを確認してく 
ださい。 

— Express サーバの電源が〇 N になっている間に接続すると正しく機能しません 
( USB デバイスを除く）。いったん Express サーバの電源を〇 FF にしてから正し 
く接続してください。 

n bios の設定を間違えていませんか？ 

一 Express サーバの BIOS セットアップユーティリティでキーボードの機能を変更 
したり、マウスを無効にしたりすることができます。 BIOS セットアップユー 
ティリティで設定を確認してください。 

ぐ6宦言忍するメこユー： I 7\ dva 门 ced 」 一 rPeripneral Configuration 」 一 

「 Mouse 」、 r /\ dvanced 」— ri \ lumlock 」> 

n ドライバをインストールしていますか？ 

- 使用している〇 s に添付のマニュアルを参照してキーボードやマウスのドライバ 
がインストールされていることを確認してください（これらは〇 S のインス I -一 
ルの際に標準でインストールされます）。また、〇 S によってはキーボードやマ 
ウスの設定を変更できる場合があります。使用している〇 S に添付のマニュアル 
を参照して正しく設定されているかどうが確認してください。 

□ Express サーバが Secure Mode で動作していませんか？ 

一 Secure Mode 中はキーボードやマウスが機能しません 。 Secure Mode を解除 
するにはキーボードから BIOS セットアップユーティリティで設定したユーザー 
パスワードを入力してください。 

〶 く Windows 2000> インストール後にデバイスマネージャで日本語106/109キー 

ポードが英語101/102キーボードと認識される 

— デバイスマネージャでは英語101/102キーボードと認識されていますが、キー 
ボードの入力は日本語106/109キーボードの配列で行うことができます。日本 
語106/109キーボードに変更したいときは、以下の手順で変更してください。 


12 3 4 5 6 7 
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言 フロッピーディスクにアクセス(読み込みまたは書き込みが)できない 

n フロッピーディスクをフロッピーディスクドライブにセットしていますか？ 

—フロッピーディスクドライブに「カチッ」と音がするまで確実に差し込んでくだ 
さい。 

n 書き込み禁止にしていませんか？ 

—フロッピーディスクのライトプ□テクトスイッチのノッチを「書き込み可」に 
セットしてください。 

□ フォーマットしていますか9 

—フォーマット済みのフロッピーディスクを使用するか、セットしたフロッピー 
ディスクをフォーマットしてください。フォーマットの方法については、〇 s に 
添付のマニュアルを参照してください。 

n bios の設定を間違えていませんか？ 

-Express サーバの BIOS セットアップユーティリティでフロッピーディスクドラ 
イブを無効にすることができます。 BIOS セットアップユーティリティで設定を 
確認してください。 

く確認するメニュー： 「Main」—「Diskette A」 

「Adva 门 ced」 一 「Peripheral Configuration」 一 
「Diskette ControllerJ 

「Security」^「Diskette Write」、「Diskette Access」> 

□〈Windows 2000 > ドライバをアップデートしましたか？ 

—1.2 MB フォーマットのフロッピーディスクアクセスするには、フロッピードラ 
イパをアップデートしてください。詳しくは導入編参照してください。 

□〈Windows NT 4.0〉システムをアップデートしましたか？ 

— 1.2 MB フォーマットのフロッピーディスクアクセスするには、システムのアッ 
プデートが完了してなければなりません。51ページを参照してシステムをアッ 
プデートしてください。 

□ Express サーバが Secure Mode で動作していませんか？ 

— Secure Mode 中は、設定内容によってはフロッピーディスクドライブへの書き 
込みが禁止されている場合があります。 Secure Mode を解除するにはキーボー 
ドから BIOS セットアップユーティリティで設定したユーザーパスワードを入力 
してください。 

n ケーブルは確実に接続されていますか？ 

—139ページを参照してフロッピーディスクドライブインタフェースケーブルが 
確実に接続されていることを確認してください。 
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? CD-ROM にアクセスでぎない 

n CD-ROM ドライブのトレーに確実にセットしていますか？ 

-トレーには CD-R 〇 M を保持するホルタ'一があります。ホルタ'一で確実に保持さ 
れていることを確認してください。 

□ Express サーバで使用できる CD-R 〇 M ですか？ 

一 Macintosh 専用の CD-R 〇 M は使用できません。 

n ケーブルは確実に接続されていますか？ 

—139ページを参照して CD-ROM ドライブのケーブルが確美に接続されているこ 
とを確認してください。 

八ードディスクにアクセスできない 

(ディスクアレイで構成されているハードディスクについては308ページを参照） 

□ Express サーバで使用できるハードディスクですか？ 

— NEC が指定する機器以外は動作の保証はできません。 

n ハードディスクは正しく取り付けられていますか？ 

— ハードディスクのハンドルにあるレバーで確実のロックしてください。不完全 
な状態では、内部のコネクタに接続されません（130ページ参照)。また、正し 
く接続されている場合、 Express サーパの電源が ON の間、ハードディスクにあ 
るランプが点灯します。 

^ SCSI 機器(内蔵 • 外付け）にアクセスできない. 


□ Express サーバで使用できる SCSI 機器ですか？ 

一 NEC が指定する機器以外は動作の保証はできません。 

n scsi コント□ーラ（オプション含む）の設定を間違えていませんか？ 

—マザーボード上の SCSI コネクタに接続している SCSI 機器については、182 
ページの BIOS セットアップユーティリティで正しく設定してください。オプ 
ションの SCSI コント□ーラボードを搭載し、 SCSI 機器を接続している場合 
は、 SCSI コント□ーラボードが持つ BIOS セットアップユーティリティで正し 
く設定してください。詳しくは SCSI コント□ーラボードに添付のマニュアルを 
参照してください。 

n scsi 機器の設定を間違えていませんか？ 

—外付け SCSI 機器を接続している場合は、 SCSI ID や終端抵抗などの設定が必要 
です。詳しくは SCSI 機器に添付のマニュアルを参照してください。 

n scsi ケーブルや終端コネクタは正しく接続されていますか？ 

—156 ページを参照してください。 
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PCI デバイスを増設後、正しく動作しなくなった 

n ボードを正しく取り付けていますか？ 

-「ハードウェア編」の「内蔵オプションの取り付け」を参照して正しく取り付け直 
してください。 

n インシュレータを取り付けていますか？ 

— PCI ボードス□ット#2と#4にボードと取り付けた場合は、添付の「インシュレー 
夕」をボード間に取り付けてください。インシュレータが取り付けられていない 
とボードの端子が接触して誤動作することがあります。 

n ボードに割り当てた割り込み設定を間違えていませんか？ 

—「ハードウェア編」の 「 BIOS のセットアップ」を参照して正しく設定してくださ 
い。 

0 S を起動できない 

n フロッピーディスクをセットしていませんか？ 

—フロッピーディスクを取り出して再起動してください。 

□ EXPRESSBUILDER をセットしていませんか？ 

— EXPRESSBUILDER を取り出して再起動してください。 

n 〇 s が破損していませんか？ 

—修復プロセスを使って修復を試してください(319ページ)。 

② く Windows 2000 /Windows NT 4.0> インストールを正しくできない 

n インス!-ール時の注意事項を確認していますか？ 

— Windows 2000は19ぺージ（または、オンラインドキュメント）を 、 Windows 
NT 4.0 /Windows NT 4.0 EE は 35 ページ（または、オンラインドキュメント） 
を 、 Windows NT 4.0/ TSE は59ページを参照してください。 

② く Windows 2000> インス!ル中、テキストベースのセットアップ画面で、文字化 

けしたメッセージが表示され、インス I "ールを続行できない 

n 複数のハードディスクを接続したり、ディスクアレイコント□ーラ配下に複数のシ 
ステムドライブを作成してインストールを行っていませんか？ 

— 〇 s をインス I -ールするハードディスク以外のハードディスクをいったん取り外 
してインストールしてください。 

—ディスクアレイコント□ーラ配下のディスクにインストールする場合は、シス 
テムドライブを複数作成せず、1つだけ作成してインストールしてください。複 
数のシステムドライブを作成する場合は、インストール完了後、ディスクアレ 
イのコンフィグレーションユーティリティを使用して追加作成してください。 




正しい CD - ROM を挿入したのに以下のメッセージが表示される 


CD - ROM が挿入されていないか、誤った 
CD - ROM が挿入されています。 

正しい CD - ROM を挿入してください。 


〇 K 


n CD - R 〇 M のデータ面が汚れていたり、傷ついていたりしていませんか？ 

— CD - ROM ドライブから CD - ROM を取り出し、よごれ、傷などがないことを確認 
してから、再度 CD - R 〇 M をセットし、[〇 K ] ボタンをクリックしてください。 
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く Windows 2000 /Windows NT 4.0〉 OS の動作が不安定 


n システムのアップデートを行いましたか？ 

-〇 s をインストールした後にネットワークドライバをインス I ルすると動作が 
不安定になることがあります。34ページ (Windows 200〇）または51ページ 
(Windows NT 4.⑴を参照してシステムをアップデートしてください。 

く Windows 2 QQ 0> 起動中に 「UNEXPECTED KERNEL MODE TRAP 」 という 

メッセージを表示してシステムが停止した 

n bios の設定を間違えていませんか？ 

— Express サーバの BIOS セットアップユーティリティでプラグアンドプレイに対 
応した設定にしてください。 

く確認するメニュー： 「 Advanced 」—「 Advanced」—「Installed 〇 / S 」 

— 「PnP 0/ SJ > 

<Windows 2000 > 障害発生時、「自動的に再起動する」の設定で、設定どおりに動 

作しない 

— 障害発生時に「自動的に再起動する」の設定にかかわらず、自動的に再起動する 
場合や再起動しない場合があります。再起動しない場合は、手動で再起動して 
ください。 

く Windows 2000〉ブルー画面で電源 OFF ができない 

— ブルー画面で電源を〇 FF にする時は、強制電源〇 FF (強制シャットタ'ウン: 
POWER スイッチを4秒間押し続ける)を行ってください。一度押しでは電源は 
〇 FF になりません。 

く Windows NT 4.0> ログオン後にイベントログを見ると以下のエラー□グがある 


説明の） 

クラッシュゲンアを使用できません。 N 丁はクラッシュゲンアに対してフ''-卜八°_ティシヨンのへ°-シ''ファイル 
を初期化できませんでした。システムに物理メモリが 3.8 GBU 上あることが原因の可能性があり 
ます。 


詞"〇 この□グは Windows NT 4.0を使用している場合のものです 。 Windows 2000 
では□グが残らない場合がありますが、障害が起きた際に原因を早急に確認できるよ 
う以下の説明と同様の解決手段をとっておくことをお勧めします 。 Windows 2000 
でのページングファイルサイズの説明については、21ページをご覧ください。 

n メモリの増設をしていませんか？ 

—メモリを増設した場合は、ページングファイルのサイズも増やす必要がありま 
す。増設したメモリに相応するようにべージングファイルのサイズを設定し直 
してください。 

ページングファイルサイズは、搭載メモリ 十 12 MB 以上が基本です。 

必ず〇 S パーティションに上記サイズを確保してください 。 STOP エラー 発生時 
にメモリダンプを採取するために必要です。 













② く NetWare〉OS の動作が不安定 

-システムに何か異常が発生した場合は、64ページの「注意事項」やその他のマ 
ニュアルの説明に従って設定ミスがないか再度確認してください。 

NetWare に関して Novell 社より定期的に問題を回避するためのパッチを含む 
アップデートモジュールがリリースされます。システムを運用される前に 
NetWare の購入元にお問い合わせの上、特に指定のない限りタイムスタンプの 
新しいモジュールに更新してください(定期的に行うことをお勧めします）。 

設定に間違いがなく、最新モジュールを投入しても異常が発生する場合は、保 
守サービス会社までお問い合わせください。 

ぎ ) ネットワーク上で認識されない 

n ケーブルを接続していますか？ 

—Express サーバ背面にあるネットワークポートに確実に接続してください。ま 
た、使用するケーブルがネットワークインタフェースの規格に準拠したもので 
あることを確認してください。 

n bios の設定を間違えていませんか？ 

— Express サーバの BI 〇 S セットアップユーティリティで内蔵の LAN コント□—ラ 
を無効にすることができます。 BIOS セットアップューティリティで設定を確認 
してください。 

<石宦言忍するメニュー： 「Advanced」 一 「Peripheral Configuration」 一 

「LAN Controller」 

「Advanced」—「Option RomJ TOn Board LAN」〉 

n プロトコルやサービスのセットアップを済ませていますか？ 

— Express サーバ専用のネットワークドライバをインス!-ールしてください。ま 
た、 TCP/IP などのプロトコルのセットアップや各種サービスが確実に設定され 
ていることを確認してください。 

n 転送速度の設定を間違えていませんか？ 

— Express サーパに標準で装備されている内蔵の LAN コント□—ラは、転送速度 
が 100Mbps と 10Mbps のどちらのネットワークでも使用することができま 
す。この転送速度の切り替えまたは設定は〇 S 上から行えますが、 「Auto 
Detect」 という機能は使用せず、「100」または「10」のどちらかに設定してくだ 
さい。また、接続している Hub と転送速度やデュブレックスモードが同じであ 
ることを確認してください。 

□ システムのアップデートをしましたか？ 〈Windows NT 4.0 のみ〉 

—オペレーティングシステムをインストールした後にネットワークドライバをイ 
ンストールした場合は、システムのアップデートをしなければ正しく機能しま 
せん (51 ページ)。 
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EXPRESSBUILDER について 

EXPRESSBUILDER から Express サーバを起動できない場合は、次の点について確認してく 
ださい。 

□ POST の実行中に EXPRESSBUILDER をセットし、再起動しましたか？ 

— POST を実行中に EXPRESSBUILDER をセットし、再起動しないとエラーメッセージ 
が表示されたり、〇 S が起動したりします。 

n bios のセットアップを間違えていませんか？ 

— Express サーバの BIOS セットアップユーティリティでブートデバイスの起動順序を 
設定することができます。 BIOS セットアップユーティリティで CD-R 〇 M ドライブが 
最初に起動するよラ順序を変更してください。 

く確認するメニュー： 「Boot」〉 

EXPRESSBUILDER 実行中、何らかの障害が発生すると、 

右のよラなメッセージが表示されます。 エラー コードを記 
録して保守サービス会社に連絡してください。 

エラーコードと意味は次のとおりです。 


エラーが 発生しました。 
エラーコード[ XX ] 
終了します。 


2萑認 I 


エラーコード 

原因と処理方法 

MC 

EXPRESSBUILDER の対象マシンではありません。対象マシンで実行してく 
ださい。 

NV 

不揮発性メモリ （ NvRAM ) にアクセスできません。 

PT 

ハードディスクが接続されていないが、ハードディスクが異常です。ハード 
ディスクが正常に接続されていることを確認してください。 

FL 

フ□ッピーディスウが読み書きできない可能性があります。新しいフロッ 
ピーディスクに交換して、再度実行してください。 


この他にもシームレスセットアップでディスクアレイ構築時やシステム診断を実行したとき 
に障害を検出するとエラーメッセージが表示されます。表示されたメッセージをメモまたは 
プリントアウトし、保守サービス会社までご連絡ください。 

ディスクアレイに関するセットアップ中に障害を検出するとディスクアレイのセットアップ 
をスキップします。このようなメッセージが現れた場合は、ディスクアレイコント□—ラま 
たはハードディスクドライブに障害が発生している可能性があります。保守サービス会社に 
保守を依頼してください。 
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シームレスセットアップについて 

く Windows 2000 /Windows NT 4.0 共通〉 

/ノ 指定したパーティションサイズよりも小さい容量の八ードディスクを使用してインス 

I -ールしようとしたときに以下のメッセージが表示された_ 


指定された)\° - テイシヨンサイス''は A - ドテ''イスうの確保可能な容量を超えています。 
セツトアツアは確保できる最大サイス''で A °- テイシヨンを作成しました。 

セツトアツアを続行します。 


r ok I 


—異常ではありません。 < Ente 「> キーを押してインストールを続けてください。 

^ CD - ROM からファイルをコピー中に次のメッセージが表示された_ 


xxxxx : Not Ready xxxxxxxxxxxxxxxxxxxZ 
xxxxx ( A ), xxxxx ( R ), xxxxx ( F ) 


- < R > キーを押してください。 < R > キーを押しても何度も表示されるときは、シーム 
レスセットアップをはじめからやり直してください。それでも同じ結果が出たとき 
は保守サービス会社に連絡して、 CD - ROM ドライブの点検を依頼してください。 

ノノ 自動インストールが中断し、セットアップ情報を入力するように求められた 

-設定したセットアップ情報に間違いがあります。メッセージに従って正しい値を入 
力してください。インストールをキャンセルする必要はありません 。 Windows 
2〇〇〇ではセットアップの最後のリブートで再度、 < Ente 「> キーの入力を要求され 
ることがあります。 

V 「コンピュータの役割」画面で[終了]ポタンが表示される 

一 ここで[終了]ボタンをクリックすると、その後の設定はシームレスセットアップの 
既定値を自動的に選択して、インストールを行います。 

く Windows 2000の既定値〉 

ネットワークの設定 

プ□トコル： TCP/IP [ DHCP 指定] 

サービス： Microsoft ネットワーク用ファイルとプリンタ共有 

の選択 

クライアント： Microsoft ネットワーク用クライアント 
コンポーネント： SNMP、IIS (Professional 除く） 

アプリケーシヨン： ESMPRO/ServerAgent 

エクスプレス通報サービス 
GAM Server (Mylex DAC を接続時） 

GAM Client (Mylex DAC を接続時） 

Array Recovery TooKMylex DAC を接続時） 

自動クリーンアップツール (Mylex DAC を接続時） 
Power Console Plus (AMI DAC を接続時） 

* DAC : ディスクアレイコン ト ローラ 
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く Windows NT 4.0の既定値〉 


ネットワークの設定 

アダプタ： 標準のネットワークアダプタ 

プロトコル： TCP/IP [ DHCP 指定] 

サービス： SNMP , IIS (Workstation 除く） 


アプリケーシヨン： ESMPRO/ServerAgent 

エクスプレス通報サービス 
GAM Server (Mylex DAC を接続時） 

GAM Client (Mylex DAC を接続時） 

Array Recovery TooKMylex DAC を接続時） 

自動クリーンアップツール (Mylex DAC を接続時) 
Power Console Plus (AMI DAC を接続時） 

* DAC : ディスクアレイコント□—ラ 

vy ) 「コンピュータの役割」画面で[終了]ポタンが表示されない_ 


—作成済みのセツトアップ情報ファイルを□ー ドした場合は表示されません。 


—[終了]ボタンは、最初に[コンピュータの役割]画面に移ったときにのみ表示されま 
す。一度でも[コンピュータの役割]から先の画面に進むと[戻る]ボタンを使用し 
て、[コンピュータの役割]画面に戻っても、[終了]ボタンは表示されません。 

y ) 「八° - ティシヨンの使用方法」で「既存 a °- ティシヨンを使用する」を選択したのにディスクの全領域 

が OS 領域としてインス I ルされている 


—流用するパーティション以外(保守領域を除く）にパーティションが存在しました 
か？流用するパーティション以外にノヽ°—ティションが存在しなかったとき全領域を 
確保して Windows 2000または Windows NT 4.0をインストールします。 

〈Windows 2000のみ> 

^ ドメインに参加するように設定したのに、ワークグループでインストールされている 

—インス!ル中、ドメインの参加に失敗した場合、ワークグループでセットアップ 
します。コント□ールパネル—システムからドメインの参加設定を行ってください。 

、ビ) パーティションサイズに大きな値を指定したのに、実際に Windows 2000を起動し 

てみると、2000 MB でシステムノ V ° —ティションが作成されている 

— 「 A °- ティションサイス''」で実領域以上の値を設定していませんか？全領域(保守領域を除く） 
を1パーティションで作成したい場合は「全領域」を設定するようにしてください。 

j ) ディスプレイの解像度として指定したものと違う解像度で Windows 2000が起動さ 

れた 

—ディスプレイの解像度は、指定された設定が使用できなかった場合、それに近い設 
定かまたはドライパのデフォルト値が使用されます。 

?間違ったプ□ダク ND / CD キーを入力してしまった 


—間違ったプ□ダクト ID / CD キーを入力しても、自動インストールは開始します。しか 
し、自動インストール中にストップ、再入力を促されます。また、この場合、自動 
インストール中の GUI セットアップ終了のリブート時に入力要求が発生します。これ 
ら2回の入力を行えば 、 Windows 2000のセツトアップには問題はありません。 
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言 ネットワークアダプタの詳細設定ができない 

—シームレスセットアップでは、ネットワークアダプタの詳細設定は行えません。 
Windows 2000の起動後、コント□—ルパネルから設定してください。 

V シームレスセットアップで設定しなかったネットワークアダプタの設定が行われて 

Windows 2000が起動された 

— Windows 2000は認識したネットワークアダプタは既定値に設定してインス I 
ルします。設定の変更は 、 Windows 2000の起動後、コント□—ルパネルから行 
えます。また、シームレスセットアップで設定したが、実際に接続されていなかっ 
た場合、アダプタのセットアップは行われませんが、プロトコルのインス I -ールだ 
けは行われます。 

^ 複数枚ネットワークアダプタを装着し、アダプタごとに違うプロトコルを設定したの 

に、どのアダプタもすベてのプロトコルが設定されている 

— 仕様です。各アダプタにはインストールされたプロトコルすべてが使用できるよう 
に設定されます。シームレスセットアップで設定できないものは、すべて既定値に 
なります。 

心 複数枚ネットワークアダプタを設定したとき、 TCP/IP プロトコルの詳細設定がすべ 

て DHCP を使用するになっている 

—複数枚のネットワークアダプタを設定したときに、プ□トコルの詳細設定がすべて 
既定値になることがあります。コント□ールパネルから詳細設定を行ってくださ 
い0 

^ ネットワークアダプタを複数枚接続していないのにプロトコルの詳細設定がすべてデ 

フォルト設定になっている。（例： TCP/IP の場合 IP アドレス設定したのに DHCP 設定 

になっているなど） 

-複数のプロトコルを設定していませんか？ 

この場合、複数のネットワークアダプタを接続したときと同じ状態になるため、プ 
□ トコルの詳細設定がデフォルト設定になってしまいます。 

〇 S 起動後にコント□ールパネルから詳細設定を行ってください。 

く Windows NT 4.0 のみ〉 

^ インス I ^ール中にエラーメッセージが表示され、 ESMPRO/ServerAgent と IIS (イ 

ンターネットインフォメーシヨンサーノ〇のインストー j レが^できない 

一 Windows NT 4.0 のインス!ル終了後、 ESMPR 〇 / ServerAgent と IIS をインス 
卜ールしてください。 

^ 複数枚のネットワークポードを接続し、ネットワークドライバをインストールした 

が、 Windows NT 4.0起動後、ネットワークポードが1枚しか正常に動作しない 

-コント□ールパネルからネットワークアダプタの設定を変更してください。 

心) インストール中に画面右に表示される「作業手順」で「―環境の構築 • リブート」と表示 

後、システムが再起動されると、画面が真っ黒になったまま、処理が進まない 

BIOS セットアップユーティリティで 「 Advanced 」 メニューの 「 Advanced 」 にある 
「RomPilot Support 」 の設定を確認してください。設定が 「 Enabled 」 になっている 
場合は、 「 Disabled 」 に変更後、再起動してインストールを続けてください。 
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^インス I -ール中に以下のメッセージが表示された 


システムのレジストリのクォータが不足しています。 
レジストリクォータを増やすには、コント□—ルパネルの 
[システム]を起動して[仮想メモリ]をクリックして 
ください。 



—□グオン後、メッセージに従ってレジストリクォータの値を変更してください。 

Service Pack のアンインストールができない 

□ 〇 S をインス!ルするパーテイシヨンを、 4 GB を超えるサイズで作成していませ 


んか9 


- 4 GB を超えるパーティションに Windows NT 4.0 をインストールするためには 
Service Pack のモジュールが必要です。この場合は Windows NT 4.0起動後も 
Service Pack をアンインス I —ルできません。 

^ 4 GB を超えるパーティションサイズを作成できない 

□ セットアップ情報の入力漏れはありませんか？ 

-[ユーザ情報]画面の[会社名]は必ず入力してください。 

ビ 「サービスパックの適用」を「する」にしたのに 、 Service Pack が適用されていない 

n 〇 s をインストールするパーティションサイズが必要最小限以上になっています 
か？ 


—パーティションサイズが必要最小限よりも少ない場合は、 Service Pack が正しく 
適用されない場合があります。 

/ノ 追加アプリケーションのインス I ルを指定したのに OS のインス I ル後、追加アブ 

■ J ケーションが起動しない 

—追力□アプリケーションのインストールを指定した場合、必要なパーティションサイ 
ズは「必要最小限 (37 ページ参照)」十「追加アプリケーションに必要な容量」になり 
ます。 

y ) セットアップ情報の設定で複数枚のネットワークボードを接続しているが、ネット 

ワークアダプタごとに TCP / IP の設定ができない 

- DHCP 設定でインストールしてください。仮の IP 構成にする場合は、いったん 
DHCP 設定でインス I -ールしてから、インストール終了後にコントロールパネルか 
ら設定し直してください。 

© ルータを越えたプライマリドメインコント□ーラのバックアップドメインコント□一 

ラが作成できない 

— シームレス セットアップでは、 ルータを 越えたプライマリドメインコント ローラの 
バックアップドメインコント□ーラは作成できません。マニュアルセットアップで 
インス I -ールし直してください。 

@ ルータを越えたプライマリドメインコントローラ上のドメインに参加できない 

— シームレス セットアップでは、ルータを越えたプライマリドメインコントローラの 
ドメインには参加できません。 Workgroup でインストールし、〇 S 起動後にコント 
□ールパネルからドメインへの参加を行ってください。 
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マスターコントロールメニューについて 

^ オンラインドキュメントが読めない 

□ HTML ブラウザが正しくインス!-ールされていますか？ 

-オンラインドキュメントは、 HTML 文書です。あらかじめ HTML ブラウザ 
(Internet Explorer 5. x 以降)をご使用のオペレーティングシステムへインストー 
ルしておいてください。 

□ HTML ファイルの関連付けは正しいですか？ 

—オンラインドキュメントは CD - R 〇 M 上のローカルファイルをアクセスします。 
Internet Explorer と Netscape Communicator が共存していると HTML 文書の 
拡張子 Chtm 、. html ) がブラウザに正しく関連付けられていないことがありま 
す。次の手順で (Internet Explorer 5.0の場合）関連付けを設定してください。 

1 .Internet Explorer を起動する。 

2. Internet Explorer のメニューから、[ツール]—[インターネットオプション] 
を選択する。 

3. [プ□グラム]タブをクリックし、 [ Web の設定のリセット]ボタンをクリック 
する。 

4. 確認のダイアログボックスが現れるので[はい]ボタンをクリックする。 

□ Adobe Acrobat Reader が正しくインストールされていますか？ 

—オンラインドキュメントの文書の一部は、 PDF ファイル形式で提供されていま 
す。あらかじめ Adobe Acrobat Reader (Version 4.05以上）をご使用のオペ 
レーティングシステムへインス!-ールしておいてください。なお 、 Adobe 
Acrobat Reader は、 EXPRESSBUILDER からインス I ルすることができま 
す。マスターコントロールメニューを起動後、[ソフトウェアのセットアップ] 
の [Adobe Acrobat Reader ] を選択してください（インストール後 、 Acrobat 
Reader を起動して使用許諸契約書に同意してからご使用ください）。 

^ オンラインドキュメントの画像が見にくい 

□ 使用しているディスプレイは、256色以上の表示になっていますか？ 

—ディスプレイの設定が256色未満の場合は、画像が見にくくなります。256色 
以上の表示ができる環境で実行してください。 

マスターコント□ールメニューが表示されない 

□ ご使用のシステムは 、 Windows NT 4.0以降または Windows 95以降ですか？ 

— CD - R 〇 M の Autorun 機能は 、 Windows 2000,および Windows NT 4.0、 
Windows 95以降でサポートされた機能です。それ以前のバージョンでは自動 
的に起動しません。ご注意ください。 

n < Shift > キーを押していませんか？ 

— 〈 Shift 〉 キーを押しながら CD - ROM をセットすると、 Autorun 機能がキャンセ 
ルされます。 

n システムの状態は問題ありませんか？ 

—システムのレジストリ設定や CD - ROM をセットするタイミングによってはメ 
ニューが起動しない場合があります。そのよラな場合は、 CD - ROM の 
¥ MC ¥1 ST . EXE をエクスプローラ等から実行してください。 
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ディスクアレイについて 

ディスクアレイを構成している本装置でのトラブルについては次の項目について確認してく 

ださい。また、ボードに添付の説明書も併せて参照してください。 

^ 0 S をインストールできない 

n ディスクアレイコント□—ラのコンフィグレーションを行いましたか？ 

— EXPRESSBUILDER のシームレスセットアップ、または AMI ディスクアレイコ 
ント□—ラや Mylex ディスクアレイコント□—ラ専用のユーティリティ（ソフト 
ウェア編またはオンラインドキュメントを参照)を使って正しくコンフィグレー 
ションしてください。 

n システムドライブを複数作成していませんか？ 

一 MegaRAD コンフィグレーションユーティリティを使うときは、システムドラ 
イブを1つだけ作成してからインストールしてください。 

— Mylex DAC コンフィグレーションユーティリティを使ってコンフィグレーショ 
ンをしてから Windows NT 4.0をインストールするときは、システムドライブ 
を1つだけ作成してからインス I -ールしてください。 

y ) os を起動できない 

n アレイコント□ーラの bios 設定が変更されていませんか？ 

一 POST の画面からディスクアレイ BIOS ユーティリティを起動して BIOS の設定 
を正しい値に変更してください。 

—く Mylex DAC コンフィグレーションユーティリティの場合〉 

Geometry の設定を〇 S をインストールした時と同じ設定に変更してください。 

n post でアレイコント□ーラを認識していますか？ 

— アレイコント□ーラが正しく接続されていることを確認してから電源を〇 N にし 
てください。 

— 正しく接続していても認識されない場合は、アレイコントローラの故障が考え 
られます。契約されている保守サービス会社または購入された販売店へ連絡し 
てください。 

□ く Mylex DAC コンフィグレーションユーティリティの場合〉 

POST 画面で 、 「SCSI Device at chn x , tgt y not responding!」、「Installation 
Aborted 」 と表示されていませんか？ 

ー アレイコントローラへ接続されているケーブルが正しく接続されているか確認 
し、再度電源を ON にしてください。 

— DISK 増設筐体をお持ちの場合は、 DISK 増設筐体の電源が ON になっていること 
を確認し、再度電源を ON にしてください。 

、の リビルド(再構築)ができない 

□リビルドするハードディスクの容量が少なくありませんか？ 

一 故障したハードディスクと同じ容量のディスクを使用してください。 

—誤ったコンフィグレーション情報をリストアしていないか確認してください。 

□ 整合性チェック 、 Expand Capacity が実行中ではありませんか？ 

— 整合性チェック 、 Expand Capacity 終了後、リビルドを開始してください。 
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言 オートリビルドが機能しない(増設 DISK 筐体なども含む) 

n ハードディスクを交換(ホットスワップ)するときに十分な時間を空けましたか？ 
—オートリビルドを機能させるためにハードディスクの取り外し•取り付けには 
9〇秒以上の間隔を空けてください。 

□ 整合性チェック 、 Expand Capacity が実行中ではありませんか？ 

-整合性チェック 、 Expand Capacity 終了後、リビルドを開始してください。 

n く ami ディスクアレイコント□—ラの場合〉 

— MegaRAID コンフィグレーションユーティリティで正しく設定してください。 

② 八ードディスクが DEAD になった 

— 保守サービス会社または購入された販売店に連絡してください。 

く Mylex DAC コンフィグレーションユーティリティの場合〉 

Installation Aborted (インストレーションアポート）から抜けられない 

n フロッピーディスクで起動しようとしていませんか？ 

— EXPRESSBUILDER の「サボートディスクの作成」で作られたフロッピーディス 
クで起動しようとしている場合は、テキストエディタで AUT 〇 EXEC . BAT を次 
のように書き換えてから起動してください。 

「 daccf」-^「daccf - 0 」 

マノ Expand Capacity 《機首 g しなし、 

n 追加するハードディスクの容量が少なくありませんか？ 

—パックを構成するハードディスクと同じ容量のハードディスクを使用してくだ 
さぃ。 

n パックがスパン構成になっていませんか？ 

—スパン構成されているパックには Expand Capacity を行うことはできません。 

ExpressPicnic について 

く Windows 2000 /Windows NT 4.0 共通〉 

、/) セットアップ廣報の設定で ExpressPicnic ウィンドウのビットマップが正しく表示さ 

れない ( Trekking コマンド使用時） 

ー ディスプレイの設定の色数が256色未満の場合はビットマップが正しく表示されて 
いませんが、セットアップ情報は正しく表示できます。 

〈Windows 2000のみ> 

Point To Point トンネリングプロトコルの設定ができない 

—現在サポートしていません。インストール後、コントロールパネルから設定を行っ 
てください。この場合、リブートは必要ありません。 

^ ネットワークアダプタの詳細設定ができない 

— ExpressPicnic では、ネットワークアダプタの詳細設定は行えません 。 Windows 
2000起動後、コントロールパネルから設定してください。 
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〈Windows NT 4.0 のみ > 


? セットアップ情報の設定でディスプレイの解像度が設定できない 

—インストール時、解像度は各ドライバの既定値で設定されます 。 Windows NT 4.0 
のインストール終了後、コントロールパネルを使用して設定し直してください。 

y ノ セットアップ情報の設定で複数枚のネットワークポードを接続しているが、ネット 

ワークアダプタごとに TCP / IP の設定ができない 

— DHCP 設定でインストールしてください。仮の IP 構成にする場合は、いったん 
DHCP 設定でインス I -ールしてから、インストール終了後にコントロールパネルか 
ら設定し直してください。 


ESMPRO について 


ESMPRO / ServerAgent(Windows 2000 /Windows NT 版）について 


—添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 内のオンラインドキュメント 「 ESMPRO / 
ServerAgent(Windows 2000 /Windows NT 版）インストレーシヨンガイド」で卜 
ラブルの回避方法やその他の補足説明が記載されています。参照してください。 

ESMPRO / ServerAgent(NetWare 版）について 


ESMPR 〇 /ServerAgent ( NetWare 版）を利用するにあたって補足説明します。 


— SMP のインストール/アンインストールおよび OS のアップグレードについて 

すでに ESMPR 〇 / ServerAgent をインス I ルしているサーバに対して、 SMP の 
インストールやアンインストールする場合や〇 S を NetWare 4. 2(日本語版）や 
NetWa 「 e 5( 日本語版）にアップグレードする場合は、 ESMPR 〇 / ServerAgent をア 
ンインストール後に再インストールしてください。 

— ESMPRO/ServerManager Ver .3.7 以前での監視について 


ESMPRO/ServerManager \^「.3.7以前の巳31\/^1^〇/361^/6「1\/|31^96「で監視する 
場合は、監視できない項目があります。必ず、 ESMPRO/ServerManager Ver .3.8 
以降の巳31\/^6〇/36「\^「1\/13阳96「で監視を行ってください 。 EXPRESSBUILDER 
の CD - ROM に ESMPRO/ServerManager Ve 「.3.8 が登録されています。 

— LAN 監視機能の監視パラメータについて 

ESMPR 〇 / ServerAgent ( NetWare 版）は、 Ethernet フレームのネットワークの負 
荷状態や障害状態を監視します。環境に応じて以下の監視パラメータを適切な値に 
変更してください。監視パラメータのファイルは SYS :¥ ESMDATA ¥ NET . INI で 
す 。 NetWare 〇 S のファイルサーバユーティリティの E D 丨 T (サーバの 
SystemConsoleTfLOAD EDIT 3丫3:¥巳31\/0ム丁八¥问巳丁.11\11」と入力する）などで 
変更することができます。変数名と数字の間にある「=」の前後には必ず半角スぺ一 
スを入れてください。また、使用する数字は半角のみです。監視パラメータを変更 
した場合はサーバを再起動してください。 









• 監視ポーリング間隔の変更方法 

監視するポーリング間隔を変数名「ド〇11ゎ9_时6〜31」に1〜86400の間の数値で 
設定することができます。 

• 送信リトライ数のしきい値の変更方法 

送信総数に対する送信リトライ数の割合を異常状態と判断するしきい値(％)を変 
数名「丁111^3|1〇1(^^闩6ぴソ_〇1\1」に0〜100の間の数値で設定することができま 
す。 

異常状態から回復したと判断するしきい値 （ ％ ) を変数名 
「 Th 「 eshold _ TxRet 「 y _ OFF 」 に〇〜100の間の数値で設定することができます。 
Th 「 eshold _ TxRet 「 y _ ON は Th 「 eshold _ TxRet 「 y _ OFF よりも大きな数値にする 
必要があります。 

• 送信アボート数のしきい値の変更方法 

送信総数に対する送信アボート数の割合を異常状態と判断するしきい値(％)を 
「丁|11^3|1〇1〇1_丁\み13〇「1〇1\1」に0〜100の間の数値で設定することができます。 
異常状態から回復したと判断するしきい値(％)を 「 Th 「 esholdJxAbo 「 t _ OFF」C 
〇〜1〇〇の間の数値で設定することができます。 Th 「 eshold _ TxAbo 「 t _ ON は 
丁11阳3|1〇1〇1_丁\ム13〇「1〇ドドよリも大きな数値にする必要があリます。 

• 受信アボート数のしきい値の変更方法 

受信総数に対する受信アボート数の割合を異常状態と判断するしきい値(％)を 
「 Th 「 eshold _ RxAbo 「 t _ ON 」 に〇〜1〇〇の間の数値で設定することができます。 
異常状態から回復したと判断するしきい値(％)を 「 Th 「 eshold _ RxAbo 「 t _ OFF」C 
〇〜1〇〇の間の数値で設定することができます。 Th 「 eshold _ RxAbo 「 t _ ON は 
丁|1阳3|1〇1〇1_以み130「1〇=ドよりも大きな数値にする必要があります。 

一 ESMPR 〇 / ServerAgent によるシャツトダウンについて 

ESMPR 〇 / ServerAgent は、 ESMPR 〇/361^^「1\/|3门396「からの指示によってサー 
パをシャツトタ'ウンしたり、サーバをリブートしたりします。 

アプリケーションによっては、終了コマンドを実行しないと正常に終了しないアブ 
リケーションや、正常にサーバが シャツ トタ'ウンしない場合があります。その場合 
は、 sys : esmdata ¥ esmdown . ncf ファイルをエディタ（サーバの System Console 
で 11 load edit sys : esmdata ¥ esmdown . ncf と入力)などで終了コマンドを記述して 
ください。 

また、終了コマンド実行後から ESMPR 〇 / ServerAgent がシャツトタ'ウンを実行す 
る時間を指定することができます。サーバの環境に合わせてシャツトタ'ウンを実行 
する時間を調整してください。 sys : esmdata ¥ down . ini ファイルをエディタ(サーバ 
の System Console で load edit sys : esmdata ¥ down . ini n と入力）などで修正して 
ください。 
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- down . ini ファイルについて- 

0〇\^ド胎36〜6「\^比は終了コマンド実行後から ESMPRO/ServerAgent 
がサーバのシャットタ'ウンを実行するまでの時間を指定します。単位は秒 
です。「=」の前後には必ずスペースを1つ入れてください。 

Power 〇 ffWait は、サーバのシャットタ'ウン実行後からサーバの電源を 
〇 FF するまでの時間を指定します。 

シャツトタ'ウン/リブート時の処理の流れを以下に示します。 


[シャツトダウン/リブート要因発生] 


esmdown.ncfH^T 


DownFileServerWait 時間待つ 


サーパのシャツトダウン処理 



PowerOffWait 時間待つ 


DOS 画面/リブート 

\ 


ESMPRO/ServerManager について 


一 添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 内のオンラインドキュメント 「 ESMPRO / 
36「\^「1\/13门396「インストレーシヨンガイド」でトラブルの回避方法やその他の補足 
説明が記載されています。参照してください。 
























障害情報の採取 


卜が記録されています。[システムログ] 
には Windows 200◦のシステム構成要素 
で発生したイベントが記録されていま 
す。 

3 . [操作]メニューの[ログファイルの名前を 
付けて保存]コマンドをクリックする。 

4 . [ファイル名]ボックスに保存するアーカ 
イブログファイルの名前を入力する。 


、すべて 0 D イベントを消去 


名前の変更 ( M ) 

最新 0 D 惜報に更新(丘） 
一覧の:スポ - h 4) 


プロパティが 


ヘルプ ( H ) 


イベント□クの採取 

Express サーバに起きたさまざまな事象(イベント）のログを採取します。 

I M -〇 STOP エラーやシステムエラー、ス I -ールが起きている場合はいったん再起動してから作 
amm 業を始めます。 


• Windows 2000の場合 

1. コン ト ロー ルパネルから[管理ツール]— 
[イベントビューア]をクリックする。 

2 . 採取するログの種類を選択する。 

[アプリケーションログ]には起動してい 
たアプリケーションに関連するイベント 
が記録されています。[セキュリティ 
ログ]にはセキュリティに関連するイペン 


1 ■イベントビユ-ア 

悚作⑻ 表示⑽ 和 E E 

0 眢固 

、ノ j y \ y k 1 ii jtj \ 

1— M ■ ■■■■!_ __ _ _^_ 

⑴ケーシヨン□- 

« ▲聲一 UJ 1 .. ^ Vfc iV M 



万一障害が起きた場合、次の方法でさまざまな障害発生時の情報を採取することができま 
す0 


以降で説明する障害情報の採取については、保守サービス会社の保守員から情報採取の 
依頼があつたときのみ採取してください。 

P 章害発生後に再起動されたとき、仮想メモリが不足していることを示すメッセージが表 
示されることがありますが、そのままシステムを起動してください。途中でリセット 
し、もう一度起動すると、障害情報が正しく採取できません。 


Windows 2000/Windows NT 4.0 

Windows 2000 /Windows NT 4.0をインストールしている Express サーバでの障害情報の 
採取方法について説明します。 
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5 . [ファイルの種類]リストボックスで保存 
するログファイルの形式を選択し、[〇 K] 

ボタンをクリックする。 

詳細については Windows 2000のオンラインヘルプを参照してください。 


• Windows NT 4.0 の場合 


1. スタートメニューから[プログラム]—[管 
理ツール]—[インベントビューア]をク 
リックする。 


2 . [ログ]メニューから採取するログの種類 
を選択する。 

[システム]には Windows NT のシステム 
構成要素で発生したイペントが記録され 
ています。[セキュリティ]にはセキュリ 
ティに関連するイペントが記録されてい 
ます。[アプリケーション]には起動して 
いたアプリケーションに関連するイベン 
卜が記録されています。 

3 . [ログ]メニューの[名前を付けて保存]コ 
マンドをクリックする。 



4 . [ファイル名]ボックスに保存するアーカ 
イブログファイルの名前を入力する。 

5 . [ファイルの種類]リストボックスで保存 
するログファイルの形式を選択し、[〇 K] 
ボタンをクリックする。 


詳細については Windows NT 4.0のオンラインヘルプを参照してください。 
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構成情報の採取 


Express サーバのハードウェア構成や内部設定情報などを採取します。 

情報の採取には「診断プログラム」を使用します。 

I VI -〇 STOP エラー やシステム エラー、 スI -ー ルが起きている場合はいったん再起動してから作 
業を始めます。 

• Windows 2000の場合 

1. スタートメニューの[設定]をポイントし、[コントロールパネル]をクリックする。 

[コントロールパネル]ダイアログボックスが表示されます。 

2. [管理ツール]アイコンをダプルクリックし、[コンピュータの管理]アイコンをダブルクリックす 
る。 


[範囲]を[すべてのタブ]に設定します。 
[詳細レベル]を[完全]に設定します。 
[出力先]を[ファイル]に設定します。 

4 . [ファイル名]ボックスに保存するファイ 
ルの名前を入力する。 

5 . [〇 K ] ボタンをクリックする。 


[コンピュータの管理]ダイアログボックスが表示されます。 

3 . [システムツール]—[システム情報]をクリックする。 


4 . [操作]メニューの[システム情報ファイル 
として保存]コマンドをクリックする。 

5 . [ファイル名]ボックスに保存するファイ 
ルの名前を入力する。 

6. [保存]ボタンをクリックする。 


コンビュ-⑽管理 


棵作⑻表示⑽ツール (D セ 


( シス亍ム惜報ファイルとして f 呆存 ( P ...") 


すべてのタスク ( K ) 


印刷 ( B ) 

最新®惜報[こ更新 (£) 
一覧®エクスポート(リ 


ヘルプ出） 


I Windows NT 4.0 の場合 

1. スタートメニューから[プログラム]—[管 
理ツール ]— [Windows NT 診断プログラ 
ム]をクリックする。 

2. [ファイル]メニューの[レポートの保存] 
コマンドをクリックする。 


3 . 作成するレポートの詳細を設定する。 
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ワトソン博士の診断情報の採取 


ワトソン博士を使って、アプリケーションエラーに関連する診断情報を採取します。 

診断情報の保存先は任意で設定できます。詳しくは「導入編」の r ヮトソン博士の設定」を参照 
してください(説明は 、 Windows 2000と Windows NT 4.0で分けて記載しています）。 


メモリダンプの採取 


障害が起きたときのメモリの内容をダンプし、採取します。ダンプを DAT に保存した場合 
は、ラベルに 「 NTBackup 」 で保存したか 「 ARCServe 」 で保存したかを記載しておいてくださ 
い。診断情報の保存先は任意で設定できます。詳しくは「メモリダンプ(デバッグ情報)の設 
定 (Windows 2000の場合は30ページ 、 Windows NT 4.0の場合は46ページ)」を参照して 
ください。 

M-O • 保守サービス会社の保守員と相談した上で採取してください。正常に動作しているとき 
に操作するとシステムの運用に支障をきたすおそれがあります。 

• 障害の発生後に再起動したときに仮想メモリが不足していることを示すメッセージが表 
示される場合がありますが、そのまま起動してください。途中でリセットして起動し直 
すと、データを正しくダンプできない場合があります。 

• Windows NT 4.0 Service Pack 3 の場合は、1 .7 G 巳を超えるメモリを搭載してい 
る装置では、メモリダンプを採取できません。 


• 採取のための準備 

DUMP スイッチを押してダンプを実行した後に Express サーバをリセットできなくなる 
場合があります。この場合、強制電源〇 FF ( 189ページ参照)で Express サーバを強制的に 
リセットしなければならなくなりますが、 BIOS セットアップユーティリティ 「 SETUP 」 
の 「 Security 」 メニューの 「Power Switch Mask 」 を 「 Masked 」 に設定しておくと、 
POWER スイッチの機能が無効になるため、強制シャットタ'ウンができなくなります。 

万一の場合、強制シャットタ'ウンで Express サーバをリセットできるよラに次の手順に 
従って Express サーバの設定を変更しておいてください。 

1. Express サーバの電源を〇 N にして、 BIOS セットアップユーティリティ 「SETUP」 を起動する （16 〇 
ページ参照)。 

2. 「Security」 メニューの 「Power Switch Mask」 を 「Unmasked」 に設定する0 

3. 設定内容を保存して、 SETUP を終了する。 






• メモリダンプの採取 


0昂_關〇 


0000000°〇°( 
8 § 8 ° 8 §§oC 
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〇〇 ㉝ 
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障害が発生し、メモリダンプを 
採取したいときに DUMP ス 
イッチを押してください。ス 
イッチを押すときには金属製の 
ピン（太めのゼムクリップを引 
き伸ばして代用可）をスイッチ 
穴に差し込んでスイッチを押し 
ます。 

スイッチを押すと、メモリタ'ンプは設定されている保存先に保存されます ( CPU がス I -一 
ルした場合などではメモリダンプを採取できない場合があります）。 


DUMP スイッチ 


つま楊枝やプラスチックなど折れやすいものを使用しないでください。 


m 


IPMI 情報のバックアップ 

IPMI 情報を採取します。情報を採取するためには、 ESMPR 〇 / ServerAgent がインス!ル 
されていなければなりません。 

1. スタートメニューから[プログラム]- [ESMPR 〇 ServerAgent]-[ESRAS ユーティリティ]を選 

ノ 5 、〇 

[ESRAS ユーティリティ]ウィンドウが表示されます。 


2 . ツリービューより[最新情報]を選択し 
て、□一カルコンピュータの情報を取得 
する。 

データが表示されれば取得ができたこと 
になります。 


り ESRAS ユーティ IJ ティ 


フ?イル ( E ) 表示⑽ 


ESRAS ユーテ‘ 


白…球 NEC-SERVER 

I- 〔 | Intelligent Platform Management hti 

fD 最新情報） 

ハ w ッフ，吾 ii 

Network 


3 . [ファイル]メニューから[現在の IPMI 情報 
をバックアップする]をクリックする。 


t : >ESR AS ユーティリティ 


1 


現在の ip Mm 報をハ'>5アッフす亡©... 


八''所ッフ勹7イ ルの表示中止 ( Q ) 


アフゥゲ-シ〇の終了凶 


1 ■■… u ymrmm 

B Network 


jnt Inta 
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4. バックアップ対象のコンピュータ名を確 
認する。 


5. 退避するバックアップファイル名と保存 
する場所を指定して[バックアップ]ボタ 
ンをクリックする。 


NetWare をお使いの場合 

障害の原因を調査する上で有効な情報は以下のとおりです。 

• ハードウェア環境(実装ボード名称/スロット/割込み設定、デバイス構成、メモリ構成等) 
• ディスクアレイ構成(パック構成や RAID 値など） 

•ソフトウェア環境（環境ファイル： CONFIG . SYS 、 AUTOEXEC.BAT , 
STARTUP . NCF 、 AUTOEXEC . NCF ( DOS 領域、 SYS ボリュームにある場合は両方)の内 
容、 NetWare のボリューム構成、使用ソフトウェア等） 

• ネットワーク構成 
• 運用期間や異常発生時期/条件/頻度 
• 異常発生前からの変更点 

• システムコンソールから MODULES を実行した際に表示される一覧 
• パッチを投入している場合はパッチ入手経路やパージョン 

インス I -ール時や環境変更時に控えておくことをお勧めします。ファイル形式のものはファ 
イルコピーして保存しておくことをお勧めします。 


iPMm 報めクアツ/ 


逞択したサー） m ? 
コンビ: Hi 名 






参，… | 


ーサーノ Vの■種名、睹筈発生内容等を入力してください。 


-， 

一^^ 


] 
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閉じる (u J 






















システムの修復 


•Windows 2000/Windows NT 4.0 


〇 s を動作させるために必要なファイルが破損した場合は、「修復プロセス」を使ってシステ 
ムを修復してください。 


• システムの 修復後、 Windows 2000 の 場合は34ページ、 Winsows NT4.0 の 場合は 
51ページの 「システムの アップデート」 を 参照して必ず システムを アップデートしてく 
ださい。また、 Windows 2000 の 場合は、 システムの アップデートに加え、各種 ドラ 
イバを アップデートしてください。詳しくは オンラインドキユメン ト 「インス トレー 
シヨン サプリ メン ト ガイド」 の 「ドライバのインス トールと詳細設定」 を 参照してくださ 
い0 

• Windows NT 4.0の場合は、システムの修復のもととなる修復情報は、システムを更 
新したときなどには必ず更新してください。（修復情報の更新方法については、48ペー 
ジの「システム修復情報の更新」を参照してください。） 

«ハードディスクが認識できない場合は、システムの修復はできません。 


修復手順 〜 Windows 2000 


次の手順に従ってシステム修復ディスクではなく、ディスクの中の情報を使って修復してく 
ださい。ソフトウェア編を参照してあらかじめ Windows 2000 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER を用意しておいてください。 


1. システムの電源を〇 N にする。 

2. Express サーバの CD - ROM ドライプに Windows 2000 CD - ROM をセットする。 

3. Windows 2000 C D - R 〇 M を C D - R 〇 M ドライプにセットしたら、リセットする 
(く Ctrl >+ く Alt >+< Delete > キーを押す）が、電源を〇 FF /0 N して Express サーバを再起動する。 

4. <装置にディスクコントローラを取り付けていない場合> 

画面の指示に従つて手順8まで進む。 

く装置にディスクアレイコント □— ラ （ N 8103-52/53/64) が取り付けられている場合> 

画面上咅 B (こ 「Setup is inspecting your computer's hardware 〇〇门て 19 し 1 「 3 七〇「 1 ...」ガ^表示されてし > > 
る間に < F 6> キーを押す。 


< F 6> キーを押しても、このときには画面上には何の変化もあらわれません。 
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5. 以下のメッセージが表示されたら < S > キーを押す。 


Setup could not detrmine the type of one or more mass storage 
devices installed in your system , or you have chosen to 
manually specify an adapter . Currently , Setup will load 
support for the following mass storage devices . 


以下のメッセージが表示されます。 


Please insert the disk labeled 
manufacturer-supplied hardware support disk 
into Drive A : 

* Press ENTER when ready . 


6. Windows 2000 OEM-DISK for EXPRESSBUILDER をフロッピーディスクドライプにセット 
し、 < Enter > キーを押す。 

SCSI アダプタのリストが表示されます。 

7. SCSI アダプタリストがら以下のいずれかを選択し、 < Enter > キーを押す。 

ディスクアレイコントローラ ( N 8103-52) 

[Mylex AcceleRAID 160 Disk Array Contoller ] 

ディスクアレイコントローラ ( N 8103-53) 

[Mylex AcceleRAID 352 Disk Array Contoller ] 

ディスクアレイコントローラ ( N 8103-64) 

[AMI MegaRAID Enterprise 1600 RAID Contoller Driver ] 

以降は、メッセージに従って作業を続けてください。 

8. < R > キーを押して修復オプションを選択 
する。 

9. キーボードの種類を選択する。 


10. 選択を求められたら、 < R > キーを押して 
システム修復処理を選択する。 


11. 選択を求められたら、次のうちのどちらかを選択する。 

[手動修復] (< M > キーを押す）高度なユーザーかシステム管理者以外はこのオプションを選択しな 
いでください。このオプションを使うと、システムファイル、パー 
ティションブートセクタおよびスタートアップ環境の問題を修復す 
ることができます。 

[高速修復; l (< F > キーを押す）このオプションは使い方がとても簡単で、ユーザーは何もする必要 
はありません。このオプションを選択すると、システム修復ディス 
クプ□グラムが、システムファイル、システムディスクのパーティ 
ションプートセクタおよびスタートアップ環境(システムに複数の才 
ペレーティングシステムがインストールされている場合)に関連した 
問題の修復を開始します。 


Windows 2000 Server セットアップ 
セットアップへようこそ 

セットアッププログラムのこの部分は、 Mcrosoft(R) Windows 2000 (R) の 
インストールと設定を準備します。 

• Windows 2000のセットアップを開始するには、 Entei •キーを押してくだ 
さい。 

• インストール済の Windows 2000を修復するには、 R キーを押してく 
左さい 

• Windows2000 をインストールしないでセツトアップを終了するには、： F3 
キーを押してください。 


Enter= 続行 R= 修復 F3= 終了 
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12. 画面に表示される指示に従って操作し、システム修復ディスクを挿入するよう求める画面では、 
<L > キーを 押す。 

ディスクの検査後、システムは一度再起動されます。 

I チェック I 

システム修復ディスクを使用しない処理を行います。 

13. 手順1〜10を繰り返す。 

修復処理が開始されます。 

修復処理の間に、見つからないファイルや破損したファイルが、ハードディスク上^¥1386の 
ファイルがシステムパーティシヨンの systemroot;¥Repair フォルダのファイルに置き換えられま 
す。こうして置き換えられたファイルは、セットアップ以降に行った構成の変更を一切反映して 
いません。 

14. 画面に表示される指示に従って操作する。 

障害が検出されたファイルの名前を控えておくと、システムがどのように破損していたのかを診 
断するのに役立ちます。 

15. 修復に成功した場合は処理を終了する。 

コンピュータが問題なく再起動したことで置き換えられたファイルがハードディスクに正しくコ 
ピーされたことがわかります。 


修復手順 〜 Windows NT 4.0 〜 

Windows NT 4.0を使用している場合は、以下の手順でシステムの修復を行います。 


システムの修復 

次の手順に従ってシステム修復ディスクではなく、ディスクの中の情報を使って修復してく 
ださい。 


1. システムの電源を〇 N にする。 

2. Express サーバの CD-ROM ドライプに Windows NT CD-R 〇 M をセットする。 

3. Windows NT C D - R 〇 M を C D - R 〇 M ドライプにセットしたら、リセットする 
(<Ctrl>+ く Alt>+<Delete> キーを押す）か、電源を OFF/ 〇 N して Express サーバを再起動する。 

4. システムの電源〇 N 後、画面が以下のどちらかの状態のときに <F6> キーを押す。 

癱セットアップは、コンピュータのハードウェア構成を検査しています.…の表示中 
• 青一色の画面の表示中 

「セットアップはシステムにインスト ー ル 
されている1つ以上の大容量記憶装置の 
種類を判断できませんでした」というメッ 
セージと選択画面が表示されます。選択 
画面が表示されなかった場合は、 <F6> 

キーが正しく押されていません。 <F3> 

キーを押してセットアップを終了し、も 
う一度システムの電源を〇 N し直してから 
始めてください。 


Windows NT Server セツート,ッ 


セットアップはシステムにインストールされている1つ以上の大容量記憶 
装置の種類を判断できませんでした。また.アダプタの手動指定が選択 
されています。次の大容量記憶装置をサボートするドライバを読み込みます。 


•Windows NT で使用する SCSI アダプタ、 CD-ROM ドライブ、特殊なディ 
スクコントローラを追加指定する場合.および大容量記憶装置の製造 
元から提供されたデバイスサポートディスクがある場合は S を押して 
ください。 

•大容量記憶装置の製造元から提供されたデバイスサポートディスクが 
ない場合、または Windows NT で使用する大容量記憶装置を追加指定し 
なV、場合は Enter キーを押してください。 


S= デパ'イスの追加指定 
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5. < S > キーを押す。 


6 . [その他]を選び、 < Enter > キーを押す。 


7.「Windows NT 4.0 OEM-DISK for 
EXPRESSBUILDER #1」をフロッピー 
ディスクドライブにセツトし、く Enter 〉 
キーを押す。 

SCSI アダプタのリストが表示されます。 


8 . [Adaptec Ultra 160 /m Family PCI SCSI 
Controller ] を選び、 < Enter > キーを押 
す。 

手順5の画面に戻ります。 

9. 装置にディスクアレイコントローラを装着している場合は、手順5〜7を繰り返し、 SCSI アタ'プタ 
リストから以下のいずれかを選び、 < Ente レキーを押す。 

N 8103-52/53/53 A の場合 （ Mylex ディスクアレイコントローラ） 

「Mylex AcceleRAID 160/352 Disk Array Controller 」 

N 8503-43 の場合 （ Mylex ディスクアレイコントローラ） 

「Mylex DAC 960 RAID ControllerJ 

N 8503-64 の場合 ( AMI ディスクアレイコントローラ） 

「MegaRAD NT 4.0 RAID Controller 」 

次の[セットアップへようこそ]の画面までの作業は表示されるメッセージに従って行ってくださ 
い0 

10. < R > キーを押して修復オプションを選択 
する。 

11. 実行するタスクを選択し操作を続行する。 

12. メッセージに従って操作し、システム修 
復ディスクのセットを要求する画面で 
< Esc > キーを 押す。 

「ハードディスクの次のディレクトリに 
Windows NT が見つかりました。」とい 
うメッセージが表示されます。 

13. く Enter > キーを押す 0 

14. ハードディスクの検査を行うかどうが選択するメッセージが表示されたら、 < Esc > キーを押す。 

15. 修復するレジストリファイルを選択し、続行する。 


Windows NT Server セットアップ 


セットアップへようこそ 

Microsoft(R) WindowsNT(R) オペレーテイングシステム Version4.0 の 
セットアッププログラムは、 WidowsNT のインストールと設定を行います。 

• WindowsNT のセットアップについて説明が必要な場合は、 F1 キーを 
押してください。 

• WindowsNT のセットアップを開始するには、 Enter キーを押してく 
ださい。 

• 破損したインストール済の Windows NT Version 4.0 を修復するには、 

R キーを押してください。 

• WindowsNT をインストールせずにセットアップを終了するには、 F3 
キーを押してください。 


Enter= 続行 R= 修復 Fl= ヘルプ F3= 終了 


Windows NT Server セツトアップ 


,トアップ . . . _ — _ 

されています。次の大容量記憶装置をサボートするドライバを読み込みます。 


•Windows NT で使用する SCSI アダプタ、 CD-ROM ドライブ、特殊なディ 
スクコントローラを追加指定する場合、および大容量記憶装置の製造 
一•一-- 一 '、•スサポートディスクがある場合は S を押して 


棼 IS 供されたデバイ 


•大容量記憶装置の製造元から提供されたデバイスサポートディスクが 
な t 、場合、または Windows NT で使用する大容量記憶装置を追加指定し 
ない場合は Entei •キーを押してください。 


S= デバイスの追加指定 


Windows NT セツトアップ 


ISiS 您 K 錄 5 涊 ? 鬵 ! 翳 TISfll 奶 ? 務 I ぃ。 


Olivetti ESC-l/ESC-2 SCSI Host Adapter 

QLoffic PIC SCSI HOST Adapter 

MKEPanasonic CD-ROM Controller 

Sony Proprietary CD-ROM Controller 

UltraStor 14F/14FB/34F/34FA/34FB SCSI Host Adapter 

UltraStor 24F/24FA SCSI Host Adapter 

その他 
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16. < A > キーを押し、非オリジナルファイルをすべて修復する。 

17. メッセージに従って続行する。 

修復に成功した場合は処理を終了します。コンピュータが問題なく再起動したことで置き換えら 
れたファイルがハードディスクに正しくコピーされたことがわがります。 



システム修復の途中で、次のメッセージが表示される場合があります。く Esc> キーを押して、 
処理を取り消してください。ネットワークドライバの修復は、「ネットワーク関連の修復」に従っ 
て行ってください。 

次のラベルの付いたディスクを、ドライブ A: に挿入してください。 

Intel PRO Adapter CD-ROM or floppy disk 
• 準備ができたら Enter キーを押してください。 


ネットワーク関連の修復 

ネットワークドライバの修復は次の手順で行います。 

1. スタートメニューから[設定]—[コント□—ルパネル]をクリックする。 

[コントロールパネル]が表示されます。 

2. [ネットワーク]アイコンをダブルクリックする。 

[ネットワーク]が表示されます。 

3. [アダプタ]タブをクリックする。 

4. [ネットワークアダプタ]ボックスに表示されているネットワークアダプター覧から必要なネット 
ワークアダプタを選択し、[更新]ボタンをクリックする。 

5. ネットワークドライバが入っているディスクをセットする。 

6. ネットワークドライバのディレクトリのパスを入力し、[続行]ボタンをクリックする。 


運用•保守編 


323 






オフライン保守ユーテイ U テイ 

オフライン保守ユーティリティは、 Express サーバの予防保守、障害解析を行うためのユーティリティで 
す。 ESMPR 〇が起動できないような障害が Express サーバに起きた場合は、オフライン保守ユーティリ 
ティを使って障害原因の確認ができます。 

vi-O • オフライン保守ユーティリティは通常、保守員が使用するプ□グラムです。保守ユー 
ティリティを起動すると、メニューにヘルプ(機能や操作方法を示す説明)があります 
が、無理な操作をせずにオフライン保守ユーティリティの操作を熟知している保守サー 
ビス会社に連絡して、保守員の指示に従って操作してください。 

• オフライン保守ユーティリティが起動すると、クライアントから Express サーバヘア 
クセスできなくなります。 


オフライン保守 ユーテイリテイ の起動方法 


オフライン保守ユーティリティはさまざまな方法で起動することができます。 

オフライン保守ユーティリティは手動で起動することもできますが、障害発生時に自動起動 
させることもできます。 

• EXPRESSBUILDER ガ、らの起動 

「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」から「ツール」一「オフライン保守ユーティリティ」 
の順に選択すると、 CD - R 〇 M よりオフライン保守ユーティリティが起動します。 

• フロッピーディスクからの起動 

「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」の「ツール」一「サポートディスクの作成」で作成し 
た「オフライン保守ユーティリティ起動 FD 」 をセットして起動すると、オフライン保守 
ユーティリティが起動します。 

• 手動起動 ( F 4 キー） 

オフライン保守ユーティリティをインス I ル後、 Express サーバの起動時の画面で 
< F 4> キーを押すと、ディスクよリオフライン保守ユーティリティが起動します。 

• 手動起動 ( ESMPRO からの操作） 

ESMPR 〇 / ServerAgent で「システム再起動後ただちにオフライン保守ユーティリティを 
起動する」に設定して再起動すると、ハードディスクよリオフライン保守ユーティリティ 
が起動します。 

• 自動起動 (0 S 運用中の障害） 

〇 S 動作中に致命的な障害が発生し、シャットタ'ウン後、再起動するとオフライン保守 
ユーティリティが自動的に起動します（あらかじめ、 ESMPR 〇 / ServerAgent で、「障害 
発生時、オフライン保守ユーティリティを起動する」に設定をしておく必要がありま 

す)。 

• 自動起動 (0 S ブート失敗） 

〇 S ブート監視機能が有効な場合、〇 S のブート(起動)を3回失敗すると、オフライン保守 
ユーティリティが自動的に起動します。 
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オフライン保守ユーテイリテイの機能 


オフライン保守ユーティリティを起動すると、以下の機能を実行できます(起動方法により、 
実行できる機能は異なります）。 

• IPMI 情報の表示 

IPMI(Intelligent Platform Management Interface ) におけるシステムイベントログ 
( SEL )、 センサ装置情報 ( SDR )、 保守交換部品情報 ( FRU ) の表示やバックアップをしま 
す。 

本機能により、システムで起こった障害や各種イベントを調査し、交換部品を特定する 
ことができます。 

• BIOS セットアップ情報の表示機能 

BIOS の現在の設定値をテキストファイルへ出力します。 

• システム情報の表示 

プロセッサや BIOS などに関する情報を表示したり、テキストファイルへ出力したりしま 
す。 

• システム情報の管理 

お客様の装置固有の情報や設定のバックアップ(退避)をします。バックアップをしてお 
かないと、ボードの修理や交換の際に装置固有の情報や設定を復旧できなくなります。 

■： システム情報のバックアップの方法については、34ページで説明しています。なお、リ 

rE > r ] ストア(復旧）は操作を熟知した保守員以外は行わないでください。 


• 各種ユーティリティの起動 

EXPRESSBUILDER から保守用パーティシヨンにインス I ルされた以下のユーティリ 
ティを起動することができます。 

-システムマネージメント機能 
—システム診断 
—保守用パーティシヨンの設定 


運用•保守編 
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移動と保管 

Express サーバを移動 • 保管するときは保守サービス会社に連絡して、ラックからの取り外しを依頼して 
ください。 





Q 

AA 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあります。詳しくは、 iii 
ページ以降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解•修理•改造はしない 

• リチウム電池を取り外さない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


△注意 

AQ 

装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守らないと、火傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負うおそれがあります。 
詳しくは、 iii ページ以降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上げない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーを外したまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温注意 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックから引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックから引き出した状態にしない 



vi-O • フロアのレイアウト変更など大掛かりな作業の場合はお買い上げの販売店または保守 
サービス会社に連絡してください。 

• ハードディスクに保存されている大切なデータはバックアップをとっておいてくださ 
い0 

• ハードディスクを内蔵している場合はハードディスクに衝撃を与えないように注意して 
Express サーバを移動させてください0 


1 . 105ページを参照して Express サーバをラックから取り出す。 

必ず複数名で作業してください。 

2. Express サーバに傷がついたり、衝撃や振動を受けたりしないようしっかりと梱包する。 
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ユーザーサポート 

アフターサービスをお受けになる前に、保証およびサービスの内容について確認してください。 


保証について 


Express サーバには『保証書』が添付されています。『保証書』は販売店で所定事項を記入して 
お渡ししますので、記載内容を確認のラえ、大切に保管してください。保証期間中に故障が 
発生した場合は、『保証書』の記載内容にもとづき無償修理いたします。詳しくは『保証書』お 
よびこの後の「保守サービスについて」をご覧ください。 

保証期間後の修理についてはお買い求めの販売店、最寄りの NEC または保守サービス会社に 
連絡してください。 

M-0 • NEC 製以外(サードパーティ）の製品または NEC が認定していない装置やインタフエー 

スケーブルを使用したために起きた Express サーバの故障については、その責任を負 
いかねますのでご了承ください。 

• 本体の側面に、製品の形式、 SERIAL 
No. (製造番号)、定格、製造業者名、製 
造国が明記された銘板が貼ってありま 
す。販売店にお問い合わせする際にこ 
の内容をお伝えください。また銘板の 
製造番号と保証書の保証番号が一致し 
ていませんと、装置が保証期間内に故 
障した場合でも、保証を受けられない 
ことがありますのでご確認ください。 

万一違う場合は、販売店にご連絡くだ 
さい0 


修理に出される前に 


「故障かな？」と思ったら、以下の手順を行ってください。 

① 電源コードおよび他の装置と接続しているケーブルが正しく接続されていることを確認 
します。 

② 「障害時の対処 (291 ページ)」を参照してください。該当する症状があれば記載されてい 
る処理を行ってください。 

③ Express サーパを操作するために必要となるソフトウェアが正しくインス I ルされて 
いることを確認します。 

④ 市販のウィルス検出プログラムなどでサーバをチェックしてみてください。 
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以上の処理を行ってもなお異常があるときは、無理な操作をせず、お買い求めの販売店、最 
寄りの NEC または保守サービス会社にご連絡ください。その際にサーバのランプの表示や 
ディスプレイ装置のアラーム表示もご確認ください。故障時のランプやディスプレイによる 
アラーム表示は修理の際の有用な情報となることがあります。保守サービス会社の連絡先に 
ついては、付録 B 「 保守サービス会社網一覧」をご覧ください。 

なお、保証期間中の修理は必ず保証書を添えてお申し込みください。 

I n-0 この Express サーバは日本国内仕様のため、 NEC の海外拠点で修理することはできませ 
ん。ご了承ください。 


修理に出される時は 


修理に出される時は次のものを用意してください。 
n 保証書 

n ディスプレイ装置に表示されたメッセージのメモ 
n 障害情報* 
n 本体 • 周辺機器の記録 

* 313ページに記載している情報などが含まれます。障害情報は保守サービス会社 
から指示があったときのみ用意してください。 


補修用部品について 


本装置の補修用部品の最低保有期間は、製造打ち切り後7年です。 


保守サービスについて 


保守サービスは NEC の保守サービス会社および NEC が認定した保守サービス会社によっての 
み実施されますので、純正部品の使用はもちろんのこと、技術力においてもご安心の上、ご 
都合に合わせてご利用いただけます。 

なお、お客様が保守サービスをお受けになる際のご相談は、弊社営業担当または代理店で 
承っておりますのでご利用ください。保守サービスは、お客様に合わせて2種類用意してお 
ります。 
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保守 サービスメニュー 


契約保守サービス 

お客様の障害コールにより優先的に技術者を派遣し、修理にあたります。 
この保守方式は、装置に応じた一定料金で保守サービスを実施させていた 
だくもので、お客様との間に維持保守契約を結ばせていただきます。 
さまざまな保守サービスを用意しています。詳しくはこの後の説明をご覧 
ください。 

未契約修理 

お客様の障害コールにより、技術者を派遣し、修理にあたります。保守ま 
たは修理料金はその都度精算する方式で、作業の内容によって異なりま 
す。 


NEC では、お客様に合わせて以下の契約保守サービスを用意しております。 


I n-0 • サービスを受ける為には事前の契約が必要です。 

• サービス料金は契約する日数/時間帯により異なります。 


八ードウエアメンテナンスサービス 


維持保守 

定期的な点検により障害を予防します。（定期予防保守） 

また、万一障害発生時には保守技術者がすみやかに修復します。（緊急障害復旧) 


出張修理 

障害発生時、保守技術者が出張して修理します。（緊急障害復旧) 


エクスプレス通報サービス 

ご契約の期間中、お客様の Express サーバ本体を監視し、障害(アレイディスク縮退、メモリ 
縮退、温度異常等)が発生した際に保守拠点からお客様に連絡します（お客様への連絡時間 
帯：月曜日〜金曜日午前9:00〜午後 5:00) 。 

「ハードウエアメンテナンスサービス」または「マルチべンタ ' H / W 統括サービス」を契約された 
お客様は無償でこの保守サービスをご利用することができます。 

(お申し込みには「申込書」が別途必要です。，販売店、当社営業担当にお申し付けください。） 
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ソフトウェア 保守 サービス 


ESS (Express Server Startup ) サービス 

Express 5800シリーズの Windows 2000 /Windows NT 対応モデルにおいて、 ESS 対象の 
サーバソフトウェアやクライアントソフトウェアに対し、以下の機能やサービスを提供しま 
す。 

• インストールプ□グラムとソフトウェアライセンスの管理 
• ソフトウェアの予防保守 ( RUR )* 

• ソフトウェアのアップグレード制度への参加* 

• Windows 2000 /Windows NT サービスパックの配布* 

* Delivery Service パッケージのみの機能として提供されます。 


PP (プ□グラム • プ□ダクト） • サボー ト サービス 

NEC が納入する一部他社製品のライセンス • ソフトウェアに対し、下記の作業を行います。 
(製品によっては保守サービスを提供できないものがあります。） 

• PP に関する電話 • FAX による問い合わせ対応 

• PP の更新情報 • 技術情報などの提供 

• PP の更新版の提供 


オプションサービス 

下記のオプションサービスもございますのでご利用ください。 

なお、オプションサービスは提供する NEC 販売店により、名称、内容が異なる場合がござい 
ますので、お確かめの上、ご用命ください。以下のサービスは NEC フィールディング(株)が 
提供するものです。 


ヘルプデスク サービス 

クライアント-サーバ • システムを対象に、ハードウェア/ソフトウェアの適合性、操作方 
法、製品機能、障害に対する回避策などのお客様からのご質問に電話、ファクシミリ、電子 
メールなどで回答します。（クライアント100台単位の購入になります。フリーダイヤルを 
利用でき、問い合わせ回数は無制限です。） 


マルチベンダ H / W 統括 サービス 

マルチべンタ'製品 (Express サーバ +SI 仕入製品*)で構成されるクライアント • サーバ • シス 
テムに対し、下記の形態による修理を行います。 


維持保守形態 

定期予防保守と、障害発生機器の切り分け、緊急障害復旧を行います。 

出張保守形態 

障害発生機器の切り分け、緊急障害復旧を行います。 

引取り保守形態 

障害発生機器の切り分け、取外し、引取り、持帰り、調査、修理をし、完了後に取付け、動 
作確認、修理内容報告、引渡しを行います。 

預り保守形態 

お客様が送付された故障品を修理し、完了後にご返送します。 


si 仕入製品とは_ _ _ 

NEC が他社から仕入れ、責任をもってお客様に納入させていただく他社製品のことです。 
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LAN マルチベンダ保守 サービス 

他社製品を含むマルチベンダで構成される LAN 機器(ルータ • HUB • ブリッジなど)につい 
て、障害原因の切り分けとお客様が選んだ保守方式による障害修復を行います。クライアン 
卜およびサーバは、本メニュー対象外です。 

NEC 製の LAN 機器は出張修理を行います。 

他社製品の LAN 機器についても、シングルウインドウでその障害修復(センドバック、予備 
機保守など、お客様が選んだ保守方式による）までをフォローします。 


NT サーノ('監視サービス （ Express 5800オートモニタリングサービス） 

お客様の Express サーバ本体を ESMPR 〇 (Express サーバ本体にバンドルされているサーバ 
管理ソフトウェア）と BMC 機能の連携により、モデムを介してより幅広い監視を行います。 
サービス日時は、24時間 • 365日までの9パターンから選択できます。修理は、ハードウェ 
アメンテナンスサービスで対応します 。 Windows 2000にも対応しております。 


NT サーノ ('監視サービス （ Express 5800監視サービス） 

Windows 2000 /Windows NT サーバ全体の稼働状態を監視します。サービス内容は、サー 
パ立ち上げ状況から業務アプリケーション稼働状況、サーバのアラーム状況の監視まであり 
ます。サービス日時は、24時間 • 365日まで9パターンから選択できます。監視の結果は、 
毎月報告書を発行します。修理は、ハードウェアメンテナンスサービスで対応します。 
Windows 20〇〇にも対応しております。 


クライアント構成監視サービス 

Windows NT/NetWare を使用したクライアント • サーバシステムにおけるクライアントの 
ハードウエア構成情報とインストール済みソフト情報をリモートで採集し、編集してお客様 
—報告します。 


LAN • ネットワーク監視サービス 

お客様が準備した LAN •ネットワーク監視装置を使用し、 INS 回線経由で監視します。サー 
ビス内容は、ネットワークノードの障害監視から、性能監視、構成監視まであります。サー 
ビス日時は、24時間 • 365日まで9パターンから選択できます。監視の結果は、毎月報告書 
を発行します。修理は、ハードウエアメンテナンスサービスで対応します。 


ウイルス監視サービス 

Windows 2000 /Windows NT を使用したクライアント • サーバシステムにおけるコン 
ピュータウイルスの監視を行い、新種ウイルス情報、最新ウイルスパターンファイルをお客 
様に定期的に提供します。監視結果は毎月報告書を発行します。サービス日時は、24時間- 
365日監視します。 
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情報 サービス について 


Express サーバに関するご質問.ご相談は 「NEC 58インフォメーションセンター」でお受け 
しています。 

※電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おがけください。 

NEC 58インフォメーションセンター TEL 03 -3455-5800 (代表） 

FAX . 03-3456-0657 

受付時間/9:〇〇〜12:00、13:〇〇〜17:00月曜日〜金日■日（祝祭日を除く） 

お客様の装置本体を監視し、障害が発生した際に保守拠点からお客様に連絡する「エクスプ 
レス通報サービス」の申し込みに関するご質問 • ご相談は「エクスプレス受付センター」でお 
受けしています。 

※電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよくお確かめの上、おかけください。 

エクスプレス受付センター TEL . 0120 -22-3042 

受付時間/9:00〜17:00月曜日〜金日■日（祝祭日を除く） 


インターネットでも情報を提供しています。 


http :// www . express . nec . co . jp / 

『58番街』：製品情報、 Q & A など最新 Express 情報満載！ 


http :// club . express . nec . co . jp / 

[Club Express] : 『Club Express 会員』への登録をご案内しています。 Express 5800シリー 
ズをご利用になる上で役立つ情報サービスの詳細をご紹介しています。 


http :// www . rielamg . co . jp / 

NEC フィールディング(株)ホー厶ページ：メンテナンス、ソリューション、用品、施設工事 
などの情報をご紹介しています。 


netware 58@ td 3 .bsl . fc . nec . co.jp 

Express 5800サーバの NetWare に関する最新情報、アップデート情報などを電子メールで 
配布します。 NetWare サポート業務にお役立てください。 

本サービスをご希望の方は、下記の項目を電子メールで送信してください。 

なお、受け付けました配送先情報は、 NetWare 情報発信以外の目的では使用いたしません。 
正しくご登録ください。 

Subject : netware 58 entry 
本文 ：配送先情報 

• 会社名/部門名/ TEL/FAX 
• 役職/氏名 

• 配付先の電子メールアドレス 
• NetWare シリアル番号 
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